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AV Surround Amplifier 
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お買い上げいただき、ありがとうございます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されおりますが、ご不審 
な箇所などがありましたら、お早めにお買い上げ店、または最寄りの日本 マランツけ 朱)各営業所 
にお問い合わせください。 
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本機の主な特長 


電流帰還（カレントフィードバック）6チヤンネルディスクリートパワ ー 
アンプ 

• マランツピュアオーディオアンプで定評の電流帰還型回路をパワー 
アンプ部に探用し、全6チヤンネル同ーパフォーマンスの八イパ 
ワ ー• ワイドレンジ-ディスクリート-パワーアンプ搭載。 


最新 サラ ウンド デコーダーをフル 搭載 

• 6チャンネルパワーアンプを強力にサポートする 6.1 ch サラウンド 
フォーマットをフル対応。 

• ドルビーラボラトリーズが新たに規定した「ドルビーデジタル 
EX 」 、および「ドルビープ□□ジ 、ソク I 」、音楽再生などで評価の 
高い SRS 社 CS 日.1を更に改良し 6.1 チャンネル化した 「 CSI 」 、 
DTS 社の提唱する 「 DTS - ES ディスク IJ — 卜6.1」、 「 DTS - ES マト 
リクス6.1」、2チャンネル信号を 6.1 チャンネル化する 「 DTS - 
Neo 6」 、 DVD - Audio の新フォーマット(こ追加された 「 DTS 96/ 
24」、また目 S デジタルの己.1チヤンネルフォーマットの rMPEG 2- 
AAC 」 （こも対応します。 


スーパーオーデイオ （ SACD / DVD - AUDIO ) み : f 応 7.1 CH INPUT 

• 7.1 チャンネルダイレクト外部入力端子を備え、 SACD や DVD オー 
ディオのマルチチヤンネル再生(こ対応し、将来の拡張性を高めていま 
す。 


その他の特徴 


32 bit 最新 DSP を搭載。 

192 kHz /24 bit DA 〕 ンバータを全チャンネルにホ栗用。 

1 92 kHz /24 bit AD 〕ンバータをアナ □ グ人力用にお用。 

音楽再生時に映像出力を停止させる、ビデオオフモード。 

映画館と家庭環境での周波数特性を補正する、 HT - EQ 機能。 

J . E . C.S ( JOINTED - EXTRUSION - COOLING - SYSTEM ) は新た(こ採用 
したヒートシンクで従来のタイプと比較し、不要振動を制圧します。 
7. 1チャンネルダイレクトクト部入力端子を有功活用できる AUX 2 入力。 
L/R 2チャンネルスピーカーでもサラウンド効果を楽しめるバー 
チャルサラウンド機能。 

ゲーム機やポータブル機器の接続に便利なフ□ント光デジタル入力端子。 
広帯域コンポーネントビデオセレクタ ー。 

他の部屋でもステレオ再生が巧能なマルチルーム機能。 

TV 信号人力で電源を ON / OFF する TV 才ートパワー機能。 

各種設定を OSD 画面にておこなえる OSD メニューシステム。 

確実なスピーカー結線が可能な全チャンネル大型スクリュー式ス 
ピーカー ターミナル。 

L/R スピーカーを 選択可能な スピーカー A 、 目 切り替え。 

LCD 搭載、マク□機能付きラーニングリモコン。 

環境(こ配慮したスタンバイ消費電力低減モード。 


ソフトウェアアップグレー ドが応 

• 将来のフォーマット追加への対応や機能アップなどに備え、 
RS 232 C 端子よりソフトウェアアップグレード対応設計がされてお 
LJ ます。 








安全上のごを意 


ご使用の前に、この r 取扱説明書」をよくお読みになり、正しくお使いくださし、。お読みになったあとは、い 
つでも見られる場戸斤にイ呆証書と共にかずイ呆管してください。 


. _ j 絵表示について （ ） 

この r 安全上のごを意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたやイ也の人々への危害や財産への損害 
を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みくださし、。 


A 苟欠た この表示を無視して、誤った取ネ及いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性が想 
胃 U 定される内容を示しています。 


A 


5主意 


この表示を無視して、誤った取ネ及いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容 
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 




(S) 記号は禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 


♦記号は巧為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントからおけ）が描かれ 
ています。 


A A 記号はを意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なを意内容（左図の場合は指をはさまれないようにを意）が描かれてい 
-ます。 














A « 万一、煙が化ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、义災 • 感電の原因となります。す 
ぐに機器本体の電源スイ、ソチを切り、必ず電源プラグをコンセントからあいて< ださい。煙が化な<なるのを磕認 
- して販売店に修理をご依頼ください。 


• 万一内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイ、ソチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販 
売店にご連をださい。そのまま使用すると义災•感電の原因となります。 

ごン • 万一機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイ、ソチを切り、電源プラグをコンセントからあい 
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると义災 • 感電の原因となります。 


電源コードが傷んだら旅線の露化、断線など)販売風こを換をご依ま K ださい。そのまま使用すると义災 • 感電 
の原因となります。 


(§) 

水場での使用禁止 


• 風呂場では使用しないでください。义災•感電の原因となります。 


0 

接触禁止 


• 乾電池は、充電しないでください。電池の破裂、液もれによ: J、 义災、けがの原因となります。 


• 雷が鳴り化したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


• 表示された電源電圧(お充100ボルト) t (外の電圧で使用しないでください。义災•感電の原因となります。 


0 


• この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直琉 (DC) 電源には接続しないでください。义災の 
原因となります。 

• この機器に水が入ったり、めらさないようこごを意ください。义災 • 感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水 
辺での使用は特にごを意ください。 


•万-、この機器を落したり、羊ャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイ、ソチを切り、電源プラグをコンセ 
ントからあいて販売店にご連糸ださい。そのまま使用すると义勢感電の原因となります。 


0 


• この機器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこか J、 义災の原因となります。この機 
器には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や低部などに通風孔があけてあります。次のよブぶ使い方は 
しないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。この機器を押し入れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い 
狭い所に押し込む。テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。 


この機器を設置する場合は、壁から 2.5cmt (上の間隔をおいてください。また、放熱をよくするために、他の機器 
との間は少し離して置いてください。ラッグぶどに入れるとき(ま、機器の天面から 2.5cmJ：i 上、背面から 2.5cmW 
上のすきまをあけて < ださい。内部に熱がこが J 火災の原因となります。 


0 参電源コードの上に重しみのをのせたり、コードが本機の下敷にならないよう i こしてください。コードに傷がついて、 
义災•感電の原因となります。〕ードの上を敷物などで覆でとじよ从それに気付かず、重い物をのせてしおこ 
とがあります。 
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• この機器の通風孔、ディスク挿入□などから内部に金属類や燃えやすしがのなどを差し込んだり、落し込んだ 
んないで< ださい。义災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 

• この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や^」 V さな金属物を置かないでく 
ださい。こぼれたり、中に入った場合义災 • 感電の原因となります。 


(D 

み解禁止 


• この機器の裏ぶた、羊ャビネット、カノ \一は絶対外さないで< ださい。内部には電圧の高い部分があり、感電の 
原因となります。内部の点橫 • 整備 • 修理は販売店にご依頼ください。 

• この機器を改造しないで< ださい。义災•感電の原因となります。 


0 9 電源コードを傷つけたり、化工したり、無理に曲げたり、ねじったり、弓 I っ張ったり、力日熱したりしないでください。 

コードが破損して、义災 • 感電の原因となります。 


• 調理台や力□湿器のそばなどミ由煙や湯気が当たるよブょ場所に置かないで< ださい。义災‘感電の原因となるこ 
とがあります。 


0 


• ぐらついた台の上や傾いた所など不安をな場前こ置かないでください。落ちたり、倒れたんてけがの原因とな 
ることがあります。 

• 電源コードを熱器具におづけないでください。コードの被ふくが溶けて、义災 • 感電の原因となることがあります。 

• 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異潮こ温度が高くなる場前こ放置しないでください。 
丰ャビネットや部品に悪い影響を与え、义災の原因となることがあります。 


• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。义災•感電の原因となることがあります。 


A 


• オーディオ機器を接続する場合は、を々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続して< 
ださい。また、接続は指定のコードを使用して< ださい。指定じ(外のコードを使用したり、コードを延長したりする 
と発熱しやけどの原因となることがあります。 

• ディスクの再生する前口ま、音量(ボリューム)を最^」 V にしてください。突然大きな音がでて聴力障害などの原因 
となることがあります。また、またはテレビ等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみなる前にも、音量(ボ 
リューム)を最ルにしてください。 


電池をリモコン内に挿入する場合、極性表示プラス©とマイナス©の向き(こを意し、表示通りに入れてください。 
闇違えると電池の破裂、液もれによ从义災、けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 


A m 指定 t (外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないで< ださい。電池の 
破裂、液もれによ: J 、 义災 • けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 


• 旅行などで長期閨、この機器をご使胤こならないと苗ま安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて<だ 

巧着さぃ。 

• お手人れの際は安全のため電源プラグを〕ンセントからあいて行ってください。 


• 5年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相 IK ださい。機器の内部にほこりがたまったまま、長い間 
掃除をしないと义災や故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行づ:、よ y 効果的 
です。なお、掃除費用じついては販売店などにご相談<ださい。 




• 濡れた手で電源プラグをあき差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

























A 

を意 



0 

• 電源プラグをあくと苗ま、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、义災•感電の原因となることがあ 
ります。必ずプラグを持って抜いてください。 

0 

• 電池は、金属性のボールペン、ネックレス、ヘアーピンなどと一緖に携帯、保管しないで< ださい。電池のプラス 
©端子とマイナス©端子の閨がシヨーん、電池の破裂、液もれによ从义災、けがの原因となることがあります。 

0 

• 電池は、力日熱したり、分解したり、义や水の中に入れないで< ださい。電池の破裂、液もれによ从义災、けがの原 
因となることがあります。 

• 長期間使用しないと苗ま、電池をリモコンから取り化しておいてください。電池から液がもれて义災、けが、周囲 
をミち損する原因となることがあります。ん液がもれた場合は、電池室についた液をよく游取ってから新しい電 
池をいれてください。また、万-、もれた液が身体についたと苗ま、水でよく洗い流してください。 

• 移動させる場合は、電源スイ、ソチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、機器間の接続コードなど外部の 
接続コ-ドを外してから行ってください。コ-ドが傷つき、义災•感電の原因となることがあります。 

曆 

0 

• 長時間音が歪んだ状態で使わないで< ださしんスピーカーが発熱し、义災の原因となることがあります。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー、 ProLogic 及びダブル D 記号及び" AAC"D 
ゴは、ドルビーラボラトリーズの商標です。 


n m DOLBY] 

DIGITAL* EX 

I j ル ■ ■•Id 【か 1 


巧 


SRS CS II と （♦) 記号は米国と選択された諸外国における 
SRS Labs , Inc . の商標です 。 SRS CS II 技術は 、 SRS Labs , 
Inc . からのライセンスにより製品化されています。 

CS" 

by SRS C9) 


DTS および DTS Digital Surround は 、 Digital Theater 

System , Inc . の登録商標です。 

digital extended 
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イ寸属品の確認 


下記の付属品が揃っていることを確認してくださし、。 

もし、不足している物がありましたら、お貴い上げになった販売店、または葬社営業所にお問い 
合わせください。 


リモコン （ RC 7300 SR ) 
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単3お乾電池2個 
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取扱説明書(本書）1冊 


y 















各部の名栋はたらき 

フ□ントパネル . 

表示部 . 

背面パネル . 


リモコン RC 7300 SR . 

を称と機能 . 

リモコン LCD 表示部 . 

リモコンの動作範囲 . 

リモコンへの電池の装着 . 

リモコンを使って PS 7300を操作する . 

各機器との接続 . 

スピーカーの配置 . 

ス L —力一の按 fee . 

音声機器との接続 . 

映像機器との接続 . 

発展させた接続 . 

リモートコント□ール接続 . 

マルチルー抬 fee . 

システムセットアップ . 

OSD セットアップメニュー . 

INPUT SETUP (デジタル入力設走:） . 

SPEAKER SETUP (スピーカーの設定） . 

PREFERENCE (便利機能の動作設定） . 

SURROUND (サラウンドモードの設定） . 

PLI (PRO LOGIC I ) MUSIC PARAMETER ..... 

(プ □ □ジ、ソク I - ミュージックモード用設定) 
CSI (サークルサラウンド I )パラメーター 
MULTI ROOM (マルチルーム機能の設定）..， 

7.1 CH-INPUT LEVEL . 

(7.1 CH - INPUT 用チヤンネルレベル調整） 

DC TRIGGER SETUP . 

( DC トリガー信号化力設定） 

基本操作 . 

入カファンクションの選択 . 

サラウンドモードの選択 . 

音量を調整する . 

I '''ーンコント□ール . 

ミュート機能 . 

スリープタイマーを使う . 

ナイトモード . 


サラウンドモードについて . 25 

サラウンドモード/入力信号対応表 . 27 

その他の機能 . 28 

テレビオート機能 ( TV-AUTO ). 28 

アッテネート機能 . 28 

へ、ソドホンで聞< . 28 

V-OFF ( ビデオ化力 OFF ) 機能 . 28 

六ィスプレづモー r . 28 

入カモード切替 . 29 

を表音-をま画をする . と9 

HT-EQ (ホームシアターイコライザー） . 30 

スピーカー A / 目切り替え . 30 

7.1 CH INPUT . 30 

AUX 2 入力 . 30 

マルチルームシステム機能 . 31 

リモコン操作 . 32 

マランツ製機器のリモコン操作 . 32 

ラーニング(学習)機能 . 34 

マク□機能 . 36 

故障かな？と思、ったときは . 40 

ステレオ音のエチケット . 41 

異常動作のときは . 41 

メモリバックアップについて . 41 

初期状態に戻すには（リセット） . 41 

保証-アフターサービスについて… • 41 

仕様 . 42 
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各部の名称はたら 


フロントパネル 


①② 




③④ ® ® ( 7 ) 


® ( 9 ) 


⑩ 


⑩⑩ 




① POWER (ま電源)"入/切"スイッチ • 
STANDBY (スタンバイ）表示インジケーター 

このスイ、ソチを押すと、本機の主電源が人ります。もう一度押すと主 
電源が切れます。主電源が人っている状態にてリモコンによるパワー 
オン/スタンバイの切り替えが巧能です。本機が電源スタンノ\'イ状態 
の時(こ STANDBY インジケータが点のします。 

② SELECT (マルチファンクションモードセレクト） 
ボタン 

本ボタンを押してセレクターダイヤル(こよる各種設定機能を変更します。 

③ SELECTOR (サラウンドモード、マルチ 
ファンクションコントロール）ダイヤル 

サラウンドモードの切り替えやセットアップの設定に用います。 

④ ENTER (エンタ ー） ボタン 

セットアップの設定時の確定に用います。 

⑥ D に PLAY (ディスプレイモード切り替え） 
ボタン 

前面ディスプレイの表示動作の切り替えに使用します。 

に8ページ参照） 

⑥ BASS (卜ーンコントロール)切り替えボタン 

卜ーンコント□-ルの動作切り替えで、目 ASS (低音）のコント□-ル 
をする場合(こ使用します。に3ページ参照） 


⑦ ◄ ( UP ) / ► ( DOWN ) ボタン 

トーンコント□ールレベルの調整や SETUP 時の設定切り替え(こ使用 
します。に3ページ参照） 

⑥ TREBLE ( 卜ーンコントロール)切り替えボ 
タン 

卜ーンコント□-ルの動作切り替えで、 TREBLE (高音）のコント □- 
ルをする場合に使用します。に3ページ参照） 

⑨ V-OFF (ビデオ OFF ) ボタン 

全てのビデオ信号出力端子のビデオ信号出力を停止状態じする 
(VIDEO-OFF) モードの切り替え(こ使用します。 （28 ぺージ参照） 

⑩ MUTE (ミユート）ボタン 

このボタンを押すとスピーカーやへ、ソドホンか6化力される音が一時 
的に消えます。もう一度押すと元の音量に戻ります。 （24 ぺージ参照) 

⑩ VOLUME (音量調整)ツマミ 

全体の音量調節に使用します。ちに回すと音量が大きくなります。左 
に回すと音量がルさくなります。 

⑩ ATT (アツ テネータ ー） ボタン 

アナ□グ入力信号のレベルを下げる時(こ使用します。に8ページ参照） 















































































@ AUX 1 入力端子 

ビデオカメラ、ゲーム機等の接続に使用可能です。 

〇 INPUT SELECTOR 

(入カファンクション切り替え）ボタン 

入カソースを選択する時に使います。 

ビデオ系 (TV、DVD、VCR1、DSS/VCR2、AUX1) の人カソースを 
選んでか6、才ーディオ系 (CD、TAPE、CDR/MD、TUNER) の人力 
ソースを選ぶと、ビデオ系の映像とオーディオ系の音声を同時にお楽 
しみいただけます。に3ページ参照） 

© SPEAKERS A/B (スピーカー A / B ) ボタン 

スピーカーシステム A、 目、 A と B 同時、 スピーカー OFF を選ぶときに 
使用します。 （30 ページ参照） 

® 7.1 CH - IN ボタン 

7.1CH 人力を選択する時にボタンを押します。もう一度押すと、切り 
替える前に選択していた入カソース(こ戻ります。 （30 ページ参照） 

⑩ A / D (アナログ/デジタル切り替え）ボタン 

音声入力信号の r アナ□グ入力」または r デジタル入力」の切替えに使います。 

ごま意 

このボタンはシステムセットアップでアナログ入力に設定され 
ている入カソースには働きません。 （29 ページ参照） 

® S-DIRECT (ソースダイレクト）ボタン 

このボタンを押すと、トーンコント□ール◎路などをバイパスする 
「ソースダイレクト」 モード(こなります。 

ごま意 

ソースダイレクトモードにすると、サラウンドモードは自動的 
に AUTO に切り替わります。 

ソースダイレクトモードを解除するには、本体またはリモコン 
を使って他のサラウンドモードを選びます。ソースダイレクト 
モードにすると、各スピーカーのサイズは自動的に下のよう 
に固定されます。 

FRONT ( フロント ）= LARGE 
CENTER ( センター ）= LARGE 
SURROUND ( サラウンド ）= LARGE 
SUBWOOFER ( サブウーファー） =ON 

( g ) MULTI (マルチルーム）ボタン 

マルチルーム機能の動作切り替えに使用します。 （31 ページ参照） 

m PHONES 端子(へッドホン端子） 

へ、ソドホン用の接続端子です。この端子(こへ、ソドホンを接続すると、 
スピーカーか6の音声は自動的に無音になります。 

ごま意 

へッドホンをご使用の場合、サラウンドモードは自動的に 
STEREO (ステレオ）に切り替わります。へッドホンを PHONES 
端子から外すと、へッドホンを接続する前に設定していたサラ 
ウンドモードに戻ります。 （28 ページ参照） 

@リモコン受光部 

付属リモコンか6の赤外線コント□ール信号を受光します。 
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(16) (15) 


(1) DISP ( デイスプレー OFF ) 表示 

表示部が消灯(ディスプレイオフ)状態のときに点灯します。に8ページ 
参照） 

(2) SLEEP (スリープタイマー）表示 

スリープタイマー機能を使用しているときじ点のします。に4ページ参 
照） 

(3) MULTI ( マルチルーム)表示部 

マルチルーム機能が動作している場合に点のします。 （31 ページ参照） 

(4) AUTO SURROUND 

( 才 — 卜 . サラウンドモ — ド)表示 

AUTO SURROUND (才ートサラウンド）モードが使用されているとき 
(こ点なします。 

(5) DTS—ES デコードモード表示 

DTS-ES デコード動作モード (Discrete-6.1 か Matrix-6.1) を表示します。 

(6) V-OFF (ビデオオフ）表示 

ビデオオフ機能が動作している場合(こ点のします。に8ぺージ参照） 

(7) ISMGHT (ナイトモード)表示 

N に HT モードを機能させた場合に点のします。に4ページ参照） 

(8) SPKR (スピーカー） AB 表示 

選択しているスピーカーシステム （A または B) を表示します。 
スピーカーオフ時は A、B とも消えます。 （30 ページ参照） 

(9) PEAK (ピーク）表示 

アナ□グ入力を選択時、入力信号が過大レベルの場合点灯します。こ 
の場合、アッテネーター機能を働かせて下さい。に8ページ参照） 


(11) ATT ( アツテネーシヨン)表示 

アツテネーシヨン機能が働いているときに点のします。 （28 ぺージ参照) 

(12) DIGITAL (デジタル)入力表示 

デジタル入カソースが選ばれているときに点なします。 


(13) ANALOG (アナログ)入力表示 

アナ□グ入カソースが選ばれているときに点灯します。 


(14) デジタル信号フォーマツト表示部 


デジタル入力を選択している場合に、入力されている信号のフォー 
マツトを点な表示します。 

□□DIGITAL :ドルビーデジタル信号が入力されている場合に点火了 


□□SURROUND : 

dts : 
ES : 

96/24 : 

PCM : 
AAC : 


します。 

入力信号がドルビーデジタル信号で、かつサラウン 
ド処理をされている場合に点灯します。 
dts 信号が入力されている場合に点灯します。 
dts-ES 処理が施された dts 信号が入力されている場 
合(こ点灯します。 

dts-96/24 処理が施された dts 信号が入力されてい 
る場合に点のします。 

P CM 信号が入力されている場合に点のします。 
MPEG2-AAC 信号が入力されている場合に点のし 


ます。 


(15) プログラムチャンネル表示 

デジタル入力信号を再生時、人力信号の記録チャンネル数を表示します。 
5.1ch 信号入力時は し C ， R ， SL ， SR，LFE が点灯します。 

2ch 信号が入力された場合は し R が点灯します。詳細は、27ページのサ 
ラウンドモード/入力信号対応表をご覽下さい。 

り 6 )選択入力、サラウンドモード表示部 

選択した入カファンクションや、サラウンドモード等を表示します。 


(10) EQ (ホームシアターイコライザー）表示 （け DIRECT (ダイレクト）表示 

HT-EQ (ホームシアターイコライザー)機能が動作しているときに点の ソースダイレクトモードを選択している場合に点のします。 

します。 （30 ページ参照） 
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背面パネル _ 

「各機器との接続」 （1 〇ぺ5ぺージ）の接続例を参照しながらご利用下さし、。 
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の映像信号用端子 

(ビデオ?言号入出力 • S-Video 信号入出力） 

本機は、背面(こ4系統の映像入力と2系統の映像出力を装備していま 
す。 （13 ページ参照） 

入力端子 

映像機器 (TV チューナー、 DVD プレーヤー、 VCR 等)のビデオ信号- 
S-Video 出力 （PLAY) 端子に接続します。 

出力端子 

録画用映像機器 (VCR 等)のビデオ信号- S-Video 入力 （REC) 端子(こ接 
続します。 

回コンポーネントビデオ信号入出力端子 

(13 ページ参照） 

入力端子 

本機の人力端子と映像機器 (TV チューナー、 DVD プレーヤー）のコン 
ポーネントビデオ信号出力端子(こ接続します。 

出力端子 

本機のモニター OUT を TV やプ□ジエクターのコンポーネントビデオ信 
号入力端子へ接続します。 

图が 232 C 端子 

将来(こ向けてソフトウエアのアップグレードや外部コント□ールシス 
テムの接続用に使用します。 

因モニター用映像出力端子 

(ビデオ信号出力、 S—Video 信号出力） 

テレビやプ□ジェクターのビデオ人力端子や S ビデオ入力端子(こ接続し 
ます。本機は、ビデオ出力端子と S ビデオ出力端子をを1系統装備して 
います。 （13 ページ参照） 


固プリアンプ出力端子(し R ， C ， SL ， SR ， 犯し犯 R ) 

音声をチャンネルのプリアンプ出力端子です。外部パワーアンプを追 
加する場合(こ使用します。（11,14ぺージ参照） 

固 AC ケーブル接続端子 

付属の AC ケーブルを接続し、家庭用 AC 10 0V (日 0/60HZ) の〕ンセン 
卜(こ電源プラグを挿し込みます。 


万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置 
き、すぐに電源コンセントからプラグを巧けるようにしてく 
ださい。 


回 AC アウトレット ( SWITCHED & UNSWITCHED ) 

本機の AC アウトレ、ソトか6他の A V機器に電源を供給できます。本機は 
SWITCHED と UNSWITCHED の AC アウトレットを装備しています。 

SWITCHED (スイッチド） 

本機の電源 ON/ スタンバイに連動し、電源供給を ON/OFF します。 
消費電力が最大100 W までの機器を接締できます。 

UNSWITCHED (アンスイッチド） 

本機の電源 ON/ スタンバイ(こ関係な<、電源供給をします。消費電力 
が最大100 W までの機器を接続できます。 


A 警告 

絶対許容電力《上の機器を接続しないで下さい。許容電力が 
上の機器を接続すると、火災•感電の原因となります。 
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固スピーカー出力端子(し R ， C ， SL ， SR ， SB ) 

各チヤンネル（フ□ントしフ□ント R、 センター、サラウンドしサラ 
ウンド R、 サラウンドバック）のスピーカーに接続します。 （11 ページ 
参照） 

回サヴウーファー用出力端子 

サブウーファー用プリアンプ化力です。サブウーファー用の外部パ 
ワーアンプもしくはアンプ内蔵サブウーファーに接続します。 （1 1,14 
ページ参照） 

画 7.1 ch 音声入力端子 ( AUX 2 音声信号入力） 

SACD マルチチャンネルプレーヤーや DVD オーディオプレーヤーのマ 
ルチチャンネル音声出力端子(こ接続します。 （14 ページ参照） 

フ□ント L/R は AUX2 入力としても使用可能です。 

回マルチルームシステム用出力端子 
(ヒデオ&才ーディオ） 

マルチルームシステム（別室)側の TV のビデオ信号人力端子、アンプ等 
のアナ□グオーディオ信号入力端子へ接続します。 （15 ページ参照） 

回 DC トリガー出力端子 

将来に向けての DC 信号トリガー出力端子です。 

回マルチルームシステム用コントロール入出力端子 

将来に向けてのマルチルームシステム（別室）コント□ール用の入力端 
子です。 （1 日ページ参照） 

回リモコン入出力端子 

他のマランツ AV 製品と組み合わせてシステムコント□-ルずる場合(こ、 
組み合わせる製品のリモコン乂化力端子と接続しまず。 （1 2ページ参照） 

固オーディオ信号用端子 
(アナログ音声信号入出力） 

AV 機器のアナ□グ音声信号入力/化力端子と接続します。本機は、7系 
統の音声入力と4系統の音声出力を装備しています。 （12 ページ参照） 

入力端子 

再生機器 （CD プレーヤー、カセットデッキ、 MD プレーヤー、 TV 
チューナー、 DVD プレーヤー、 VCR 等)のア少□グオーディオ信号化 
力 （PLAY) 端子(こ接続します。 

出力端子 

録音用機器（カセットデッキ、 MD プレーヤー等)や録画用機器 (VCR 
等)のアナ□グオーディオ信号人力 (REC) 端子に接続します。 

画デジタル入力端子1-9、出力端子 
(光入出力&同軸入出力） 

(12 ぺージ参照） 

入力端子 

デジタル機器のVD，CD，MD，目Sチューナー等)のデジタル信号化力端子 
(こ接続します。接続する機器の出力端子の種類に合わせて使用して下 
さい。また、 OSD メニューシステムの INPUT SETUP にて必ず設定を 
おこなって下さい。 （16 ページ参照） 

出力端子 

デジタル録音機器 (CD-R プレーヤー、 MD プレーヤー等)のデジタル信 
号入力端子に接続します。接続する機器の出力端子の種類に合わせて 
使用して下さい。 
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リモコン RC 7300 SR 


本章では付属のリモコン RC 7300 SR について説明します。 

付属リモコン RC 7300 SR は、学習機能によって本機] U 外の AV 機器も 
操作できるリモコンです。 

付属リモコンのファンクション切り替えボタンを押すと、選択した 
ファンクシヨンの機器の操作ができます。 


名称と機能 



の 送信/学習用赤外線受光部 

ここか6ホか線コント□ール信号を送信/受信します。 

操作する機器の受光部に向けてボタンを押してください。 

他のリモコンか6リモコンコードを学習するときにも、ここに向けて 
巧います。 

回 LCD 表示 

本リモコン(こて選択されている DVD、TV などのファンクションをを 
表71^しまで。 

团 OPEN/CLOSE ボタン 

PS 7300の操作(こは使用しません。 

DVD、CD プレー七一等のトレイの開閉に使用します。 

团 POWER ON/OFF ボタン 

アンプ、 DVD プレーヤー等の機器の電源を単独に ON/OFF するときに 
使います。 

固 EQ ( HT - EQ ) ボタン 

AMP モード状態で、 HT-EQ (ホームシアターイコライザー)の ON/OFF 
切り替え(こ使用します。 

固 V-OFF (ビデオオフ）ボタン 

AMP モード状態で、ビデオオフ機能の動作切り替えに使用します。 

回 DVD 操作ボタン 

基本的に PS 7300の操作(こは使用しません。 

但し AMP モード状態で、 AUDIO ボタンは AAC 二力国語放送時(こ主音 
声、副音声の切り替え(こ使用することができます。 

固サラウンドモード/10キーボタン 

AMP モードになっているときには、サラウンドモードの切り替えがで 
きます。 

他の場合、を機器(こ有効な〇〜9の信号を送る時に使います。 

回 S - DIRECT/CLEAR ボタン 

AMP モードになっているときに、このボタンを押すと、トーンコント 
□ール回路などをバイパスする r ソースダイレクト」モード(こなります。 
他のモードの場合、を機器のメモリーやプ□グラムを消去するクリア 
ボタンとして使用できます。 

画 INPUT ボタン 

PS 7300の操作(こは使用しません。 

TV などの入力切り替え(こ使用します。 

回 T-MODE ボタン 

PS 7300の操作には使用しません。 

チューナーなどじて受信モードの切り替えなどに使用できます。 

回 CH ボタン 

PS 7300の操作には使用しません。 

TV のチヤンネルのアップ-ダウンをします。 

回 TOP MENU ボタン 

PS 7300の操作(こは使用しません。 

DVD プレーヤー等にてトップメニューを表示させる場合に使用します。 


回 BASS 、 TREBLE ボタン 

AMP モード(こなっているときに、 PS 7300の目 ASS (低音域）、 
TREBLE (高音域)の調整をするときじ使います。 

+/- 6段階まで調整ができます。 
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固カーソル ボタン 

AMP モード状態にて、これ6のボタンはセットアップメニュー機能を 
操作するときに使用します。 

カーソルを左に移動します。 

►:カーソルをちに移動します。 

▲:カーソルを上に移動します。 

▼:カーソルを下 (こ移動します。 

0K :セットアップメニューに入る、または設定を確定します。 

画 CH SEL ボタン 

AMP モードになっているときに、 PS 7300のを出カチヤンネルのレべ 
ル調整をしたい時に使用します。 SURROUND (サラウンド）セット 
アップメニューを呼び化します。 

回 SETUP ボタン 

このボタンはセットアップメニュー機能に入るとき(こ使用します。 

圆再生コントロールボタン 

AMP モードでは PS 7300の] U 下の操作ができます。 

SPKRA/B: PS 7300のフ□ントスピーカ A、 目切り替え(こ使用 
します。 

ATT :アナ□グ入力時に入カレベルを減衰させる場合に使 
用します。 

前面ディスプレー内の PEAK、 インジケーターが点 
义了する場合、本機能を使用してください。 

MULTI : PS 7300のマルチルーム機能の ON/OFF 切り替えに 
使用します。 

AMP じ ( 外のモードにおいて … 

これ6のボタンは DVD プレーヤーや CD プレーヤー、カセットデッキな 
どの製品を操作するとき(こ使用します。 

これ6のボタンの機能は、選択したファンクションボタンによってみ 
まります。 

画入カファンクションボタン 

PS 7300の入カファンクションを選択するときに使います。また押し 
た機器の操作ができるようにリモコンの動作状態が変わります。 

このリモコンで12種類の機器をコント□ー ルできます。 

•アンプの人カセレクターを切り替えるときには、対象のボタンを2秒 
i：i 内(こ2回押してください。 （AMP のボタンは本機の機能の切り替 
えだけで、信号は送信されません。） 

•またこれ6のボタンはマク□ボタンとしても使用できます。マクロ 
とは複数のボタン操作を1ボタンで連続的に行なう機能のことです。 
1つのボタンに最大10通りの操作をプ□グラムする事ができます。 

國 EXIT ボタン 

AMP モード状態(こて、このボタンはセットアップメニュー機能か6通 
常の表示に戻るときに使用します。 

國 TEST ボタン 

AMP モード状態にて、をスピーカー間の出カレベル(音量）を調整する 
ときに使用します。 

• SPEAKER LEVEL (スピーカーレベル）セットアップメニューを呼 
び化します。 

• AMP (アンプ）ボタンを押してリモコンを AMP 状態(こしてか6、 
このボタンを押します。 

• テスト信号出力中にもう一度このボタンを押すと、テスト信号の化 
力が停止します。 


國 MENU /0 SD ボタン 

AMP モード状態で、 PS 7300の基本状態を 0SD インフォメーション (こ 
て確認したい場合使用します。 

他のモード状態では、 MENU などの表示に使用します。 

國 V 0 L ボタン 

AMP モード状態(こて、これ6のボタンは、 PS 7300(こよる全体の音量 
調整(こ使います。 

國 P - SCAN ボタン 

PS 7300の操作には使用しません。 

國 MUTE ボタン 

AMP モード状態(こて、このボタンを押すと、一時的に音声出力を停止 
します。もう一度押すと、元の音量に戻ります。 

國 MEMO ボタン 

PS 7300の操作(こは使用しません。 

AMP モード(外でを機器のメモリーやプ□グラムをするときじ使います。 

國 ISMGHT ボタン 

AMP モード状態にて、このボタンを押すと、再生音のダイナミックレ 
ンジを押さえ、全体の音量を上げずにルさな音声を闇きやすくできま 
す。夜間(こ映画ソフトなどをお楽しみいただく際に便利な機能です。 

國 PTY ボタン 

PS 7300の操作には使用しません。 

國 F-D 旧ボタン 

PS 7300の操作(こは使用しません。 

國 D に P ボタン 

AMP モード状態で PS 7300の前面ディスプレイの表示モードの切り替 
えに使用します。 

國 A / D ボタン 

AMP モード状態にて、このボタンをアナ □ グ人力とデジタル人力の切 
替えに使用します。 

デジタル入力を設定している入カファンクション(このみ有効です。 

國 SLEEP ボタン 

AMP モード状態(こて、このボタンは r スリープタイマー」の設定に使用 
します。 

國 7.1 CH IN ボタン 

AMP モード状態(こて、 7.1CH-INPUT の選択および解除に使用します。 

國 POWER ON、POWER OFF ボタン 

PS 7300の電源 ON やスタンバイの切り替えに使用します。 
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リモコン LCD 表示部 


感⑥⑥③©の 



リモコンの動作範囲 


本機 PS 7300と付属リモコン RC 7300 SR による操作巧能範囲は下図の 
ように約 SmlU 内です。 

リモコンの操作は PS 7300のリモコン受光部(こ向けて行ってくださ 
い。また、リモコンと PS 7300の間(こ障害物がある場合、正常な動作 
ができない場合があります。 


負）ファンクション表示 

選択されたリモコン動作ファンクションをが表示されます。 

⑩ LEARN 表示 

リモコンが学習状態になっているときに表示します。メモリーを消去 
するときも表示されます。 


© USE 表示 

学習させたコードを出力する状態の表示です。通常はこの状態で使用 
します。 


③ MACRO 表示 

リモコンがマク □ の学習状態になっているときに表示します。 

© 送信表示 

リモコンコードを送信している間、この表示が点のします。 

0バッテリー警告表示 

乾電池が消耗して<ると点灯します。この表示が点のすると新しく 
コードを学習したり、マクロの動作などは使用できなくなります。 
通常使用は可能ですが早めに新しい電池にを換してください。 


リモコン (RC 7300 SR) 


リモコンへの電池の装着 

付属リモコンをご使用になる前に、単兰乾電池2本をリモコンに装着 
してください。 

付属の乾電池はリモコンの初期動作確認用です。 

7. リモコン裏面の電池フタのつまみを矢印の方向につまみ、上に引き 
揚げます。 




么新しい単互乾電池2本を、極性表示 (+ :プラスと一:マイナス）にま 
意し、表示通りに正しく装着します。 



3. 電池ふたを元の位置にセツトし、矢印の方向へ巧して閉めます。 



ごま意 

•本リモコンでは不揮発性メモリーを使用していますので完全 
に電池が消耗しても、プリセツトされた民 C -5 コードやマクロ 
プログラム，及び学習したコードは失われません。 
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リモコンを使って PS 7300 を操作する 


付属リモコン RC 7300 SR を使用して PS 7300を操作するには、人力切 
り替え/ファンクシヨンボタンで AMP (アンプ）を選びます。 

AMP (アンプ）モードの詳細(こついては] U 下を参照してください。 


AMP モード 



POWER ON/OFF 

PS 7300の電源オン/スタンバイの切り替え 

POWER ON 

PS 7300の電源オン 

POWER OFF 

PS 7300のスタンバイ 

V-OFF 

ビデオオフモードの切り換え 

EQ 

HT - EQ (ホームシアターイコライザー）のオン、オフ 

7.1 CH IN 

7.1 チャンネルインップトのオン、オフ 

SLEEP 

スリープタイマー機能を設を 

AUDIO 

AAC 二力国語再生時の、音声切り替え 

A/D 

デジタル入力、アナログ入力の切り替え 

サラウンドモード 
(0-9) 

サラウンドモードの還が 

S-DIRECT 

ソースダイレクトモードの選択 

NIGHT 

ナイトモードのオン、オフ 

MUTE 

一時的に音声出力停止、および解除 

BASS 

低音域の調整 

TREBLE 

局音域の調整 

VOLA.W 

全チャンネルの音量の調整 

MENU/OSD 

現状の動作状態を OSD に表示させる。 

OK 

セットアップメニューでの設を確を 

力ーソル 

セットアップメニューにおいて設をのための力一 
ソル移動 

SETUP 

セットアップメニューへ入る 

CH.SEL 

各チャンネルレベルの設を用にサラウンドセッ 
トアップ画面に入る 

TEST 

テスト信号を用いた、スピーカーレベルの設を 
用にスピーカーレべルセットアップ画面に入る 

EXIT 

セットアップメニューから出てもとに戻る 

SPKR A/B 

フロントスピーカー A ， B の還が 

ATT 

アナログ入力信号レベルの減衰。 

MULTI 

マルチルーム機能のオン、オフ 

入カファンクション 

PS 7300の入力機器の選ネ尺 
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各機器との接続 


スピーカーの 配置 


本機(こおける理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフ□ン 
卜 L/R、 センター、サラウンド L/R、 サラウンドバック、サブウー 
ファーの合計7 チヤンネルです。 

しかし、サラウンド再生(こ最低限必要なスピカーシステムはフ□ント 
L/R、 サラウンド L/R です。この場合ド ルビーデジタル EX や DTS-ES 
の再生はできません。 

本機では使用するスピーカーの数や位置、また低音域の出力特性にあ 
わせて設定をおこないます。 

(17 ぺージ SPEAKER SETUP スピーカーの設定の項参照） 

配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどじよって違いますが、こ 
こではをスピーカーの基本的配置例と配置のポイントを説明します。 



フロン ト L / R スピーカー 

リスニングポジションか 6見て L と R のスピーカーが 4 日度〜 60 度の角 
度を持つように設置することを推奨します。 

センタースピーカー 

フ□ント L/R スピーカーと前面を揃えるか、またはわずかに後方にず 
6して設置します。 

サラウンド L/R スピーカー 

座席の真横から手前に設置します。座席位置よりも後方(こは置きません。 

サラウンドバックスピーカー 

座席の後ろに設置します。サラウンドバック L/R 2本のスピーカーを 
使用する場合は図のような配置角度に設置して<ださい。 


フロント スピーカー （し R 、 センター） 

3つのフ□ントスピーカーの中-高域用ユニットはできる限り同じ高さ 
に揃えます。これは、センタースピーカーをテレビセットの真上、ま 
たは真下に設置することを意□末します。 

このような場合、防磁型のセンタースピーカーを使う必要があります。 



サラウンド L / R 、 サラウンドバックスピーカー 

場所が許す限り、リスナーより70センチか61メー トル程上方に設置 
します。この位置で設置することにより、音源定位を際立たせず、よ 
り包み} A むようなサラウンド感を実現します。 



サブウーファー 

低音の効果を最大限に得るために利用することをお勧めします。サブ 
ウーファーは低音域のみを扱う為、部屋の中であればどこ(こ配置して 
も大丈夫です。 
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スピーカーの接続 



7•スピーカーコードの皮膜を約 10 mm 取り除く 
么シヨートを防止するため裸のコード先端をきつくよじる 
又スピーカー端子を左回しに回して、端子をゆるめる 

4. スピーカー端子脇にある穴にスピーカーコードの裸の音|5分を挿入する 

5. スピーカー端子を右回しに回して、端子を締める 


么 



10 mm 

3 . 4. II 5- 



ごま意 

• 本機後面に表記されているインピーダンス仕様のスピーカー 
を必ずご使用ください。 

•回路への損害を防止するため、裸 
のスピーカーコード同±を接触し 
たり、本機の金属部分に接触させ 
たりしないでください。 

•感電の恐れがあるので、電源が ON 
のときはスピーカー端子に触れないでください。 

• 1つのスピーカー端子に複数のスピーカーコードを接続しな 
いでください。本機に損害を与える恐れがあります。 

.スピーカー端子への接続は極性を間違えずに行ってくださ 
い。間違えた場合、信号の位相は反転し、再生される音楽は 
不自然になります。 

パつー ド(パワーアンプ内獻サブウーファーとの接続は、本機のサブウー 

ファ 一用音声化力端子を使用して < ださい。 

パッシブタイプのサブウーファーをご使用の場合は、本機のサブウー 

ファー用音声化力端子とモノラルパワーアンプを接続し、そのモノラルパ 

ワーアンプとパッシブタイプのサブウーファーを接続してください。 

詳細な接続は、ご使用のサブウーファーの取扱説明書をお読み<ださい。 
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音声機器との接続 


CD レコーダー/ MD デッキ 


CD プレーヤー 


1 — つ。子つ、 



デジタル音声 
(光ケーブル） 

— ^—^11 111 U 


TAPE 出力端子と CD - R / MD 出力端子か6の音声出力信号は、現在選択 
されている音声ソースです。 


ごま意 

•全ての接続が完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コー 
ドを電源コンセントに差しをまないでください。 

• 接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。 
不完全な接続は、雑音の原因となります。 

•レフト（左）チャンネルとライト（右）チャンネルを正しく接続 
してください。赤い端子はライト（右）チャンネル、白い端子 
はレフト（左）チヤンネルです。 

•入力と出力は正しく接続してください。 

•本機と接続するそれぞれの機器については、それぞれの取扱 
説明書を参考にしてください。 

•音声/映像接続ケーブルと電源コードやスピーカーコードは 
束ねないでください。束ねると、結果としてハムやその他の 
雑音を発生します。 


デジタル音声機器との接続 

• 本機の後面には、同軸端す3系統と光端す3系統、計6系統のデジタ 
ル入力があります。 

• これ6の端子を使用して、 CD プレーヤーや DVD プレーヤーなどのデ 
ジタル音声機器か 6 PCM 信号 、 Dolby Digi ね I 信号、 DTS ビットスト 
リーム信号、 AAC ビットストリーム信号を人力できます。 

• 本機の後面(こは、同軸端子1系統と光端子1系統、計2系統のデジタ 
ル出力があります。これ6の端子は 、 CD レコーダー や MD デッキな 
どのデジタル録音機器との接続ができます。 

• DVD プレーヤーや、その他デジタルソース機器のデジタル音声 
フォーマットの設定を行って<ださい。デジタル入力端子に接続さ 
れるそれぞれの機器については、取扱説明書を参照して<ださい。 

• DIG -1、 2および3の入力端子には光ケーブルをご使用ください。 

D に-4および6の入力端子にはデジタル音声用または映像用の 75 Q 
同軸ケーブルをご使用<ださい。 

• あなたの機器(こ応じて、それぞれのデジタル入出力端子(こ対して入 
力を指定することができます。一17ページ参照 


ごま意 

• 本機は Do 比 y Digital 用 RF 入力端子を装備していません。ビデ 
オデイスクプレーヤーの Do 比 y Digital RF 出力を使用する場合 
は、外がけの RF デモジュレーターをご使用ください。 

• デジタルおよびアナログそれぞれの音声端子は独立していま 
す。デジタル端子とアナログ端子に入力された信号は、タホ応 
するデジタル端子とアナログ端子にそれぞれ出力されます。 
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映像機器との接続 



ビデオ、 S - ビデオ端子 

本機の後面には3つのタイプのビデオ（映像)端子があります。 

ビデオ端子 

ビデオ端子の峡像信号は従来の複合映像信号です。 

S - ビデオ端子 

S - ビデオ端子用の映像信号は、輝度信号 ( Y ) と色信号 ( C ) (こ分離してい 
ます。 S - ビデオ信号は高品質の色再現を可能にします。ご使用の映像 
機器が S - ビデオ出力を装備しているのであれば、 S - ビデオ出力の使用 
をお勧めします。本機の S - ビデオ入力端子とご使用の峡像機器の S - ビ 
デオ出力端子を接続してください。 

コンポーネントビデオ（色差ビデオ）端子 

コンポーネントビデオ信号は輝度信号 ( Y )、 色差信号 ( Pb )、 色差信号 
がりの3本か6構成されており、より高品質な映像再生を可能にして 
おります。 

PS 7300では DVD および DSS の二つの入力(こ対応しております。 


ごま意 

•レフト（左）チヤンネルとライト（右）チヤンネル正しく接続し 
てください。赤い端子はライト（右）チャンネル、白い端子は 
レフト（左）チヤンネルです。 

•入力と出力は正しく接続してください。 

• ビデオおよび S - ビデオそれぞれの映像端子は独立していま 
す。ビデオ（同軸)端子と S - ビデオ端子に入力された信号は、 
ザ応するビデオ（同軸)端子と S - ビデオ端子にそれぞれ出力さ 
れます。 

• DVD プレーヤーや、その他デジタル ソース 機器のデジタル音 
声フォーマツトの設定を行ってください。デジタル入力端子 
に接続されるそれぞれの機器については、取扱説明書を参照 
してください。 
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マルチチヤンネルオ — ディオ機器との接続 単体パワーアンプとの接続 

7.1 CH 音声入力端子は、 SACD マルチチヤンネルプレーヤ ー 、 DVD 単体パワーアンプをシステム(こ追加することで、更にホームシアターの 

オーディオプレーヤーまたはか付けのデコーダーのようなマルチチヤ 輪場感を高めることができます。 

ンネルオーディオソース用の端子です。 プリアンプ音声出力端子をパワーアンプと接続し、それぞれのスピー 

これ6の端子を使用する場合じは、 7.1 CH INPUT (こ切替え、セット カーと、それに対応するパワーアンプを接続してください。 

アップメインメニューを使用して、 7.1 CH 入カレベルを設定してくだ 
さし、 


リモートコントロール接続 


(§)(§) (§)(§) ©優)@ 鍊鐵顯感 I 




(® 


編 I 


圖 {(§) [翊@ 


(§) 換 

|(§fe 


(§) 

(§) 


鐵勢録 
鄭麵 
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他のマランツ AV 製品とリモートコント□ール端子を接続することに 
より、付属のリモコンでホームシアターシステムを集中コント□一 
ルできます。 

リモコン操作は本機に向けて行なってください。リモコンか6送信 
された赤外線の信号は、本機のリモートコント□ール受光部で受光 
され、リモートコント□ール端子を通して他の機器に送6れます。 
この接続を行う場合、本機と接続する機器の後面に装備されている 
リモートコント□-ルスイ、ソチは、 EXT . に設定して下さい。 




MD デッキ 
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マルチルーム接続 


図のようにマランツ SM 6100などのアンプと組み合せることによって 
別室(こて本機に接続された再生機器を使って音楽や映画鑑賞をするこ 
とができます。 
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システムセットアップ 


全ての機器の接続が終了した後、 OSD セツトアップメニューを用いて 
各種設定をして下さい。 


OSD セツトアップメニ 


ユ . 


OSD セットアップメニューはリモコンの SE7X/P ボタン、 力ーソノ 仁ボ 
タン(ん▼，◄，►)、 0/C ボタン 及びの (/7 ■ボタンの操作によって様々な 
設定が巧能です。 

また本体の select ボタン、 ENTER ボタン、 SELECTOf? ダイヤル、 
UP/DOWN ボタンによっても操作巧能です。このとき本体前面表示部 
じは OSD メニュー内の設定中の項目が表示されます。 

— 、、:ち音 

OSD メニューシステムを TV やプロジェクター等の画面に表示 
させる場合は、必ず本機の MONITO 民- OUT 端子の出力（ビデオ 
あるいは S ビデオ）を TV やプロジェクター等に 
接続して下さい。 


1 

I NPUT 

SETUP 


CD 

: D6- AT 

TV 

D4 - AT 

TAPE 

: ANA 

DVD 

D5 - AT 

CD-R 

: D1-AT 

VCR1 

ANA 



DSS 

D2 - AT 



AUX1 

D-AT 


MAIN 


EX I - 


3 PREFERENCE 


STANDBY MODE 

ECONOMY 

TV-AUTO 

DI SABLE 

OSD INFO 

ENABLE 

BILINGUAL 

MAIN 

MAIN 

EXIT 


4 SURROUND 


SURR.MODE : AUTO 


HT- EQ 

OFF 

LFE LEVEL 

0 dB 

CENTER 

0 dB 

SURR L 

0 dB 

SURR R 

0 dB 

SURR BACK 

0 dB 

SUB W 

: 0 dB 

MAIN 

EXIT 


SETUP MAIN MENU 

1.1NPUT SETUP 

UNLOCK 

2.SPEAKER SETUP 

UNLOCK 

3.PREFERENCE 

UNLOCK 

4.SURROUND 

UNLOCK 

5.PRO LOGIC n 

UNLOCK 

6 . CS n 

UNLOCK 

7.MULTI ROOM 

UNLOCK 

8.7.1 CH IN 

UNLOCK 

9.DC-TRIG SETUP 

UNLOCK 


EXIT 


7 -リモコンの SE 7 X / P ボタンもしくは OK ボタンを巧します。または本 
化の SELECT ボタンを巧し、表示部に 「 SETUP 」 と表示させた後、 
EA / TEf ? ボタンを押します。 

SETUP MAIN MENU 画面が表示されます。本システムは下記のよ 
うに9の項目(こ分かれていて、全部で12画面で構成されています。 

么リモコンの力ー ソルボ タン（▲， ▼) 、または本体の SELECTOR ダイ 
ヤルを選択項目の上下移動に用います。 

3 . リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを設定変更に用います。リモコンの OK ボタン、 本体の ENTER ボ 
タンを確定用に用います。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを用いて各項目毎に LOCKED または UNLOCK を設定します。 
LOCKED を設定した場合は、その項目の選択ができなくなります。 
設定を巧ないたい項目は、 UNLOCK を選択してください。 

5-0SD メニュー動作を解除する場合は、リモコ 
ンの EX/r ボタンを巧すか、 OSD メニュー内の 
EXIT の項に力ーソルを移動した後、 0/C ボタ 
ン、または前面の EA/TEf? ボタンを巧します。 


2-1 SPEAKERS SIZE 

SUBWOOFER 

YES 

FRONT L/R 

LARGE 

CENTER 

SMALL 

SURROUND L/R 

SMALL 

SURR.BACK 

1CH 

SURR.BACK SIZE 

SMALL 

LPF/HPF 

100 HZ 

BASS MIX 

BOTH 

MAIN NEXT EXIT 


2-2 SPEAKERS 

DI STANCE 


FRONT L 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

FRONT R 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

CENTER 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

SURR.L 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

SURR.R 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

SUB W 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

SURR.BACK 

10 

ft 

3 

. 0 

m 

MAIN RETURN 

NEXT 


EXIT 


7 MULT I ROOM 

MULT I ROOM 

: OFF 

VI DEO 

DVD 

AUDIO 

DVD 

VOLUME SETUP 

VARIABLE 

VOLUME LEVEL 

- 90 dB 

SLEEP TIMER 

OFF 

- MAIN-ROOM 

STATUS---- 

V I DEO:DVD y 

VUDIOiDVD 

MAIN 

EXIT 


8 7.1 CH I NPUT LEVEL 

FRONT L 

0 

dB 

CENTER 

0 

dB 

FRONT R 

0 

dB 

SURR.R 

0 

dB 

SURR.B R 

0 

dB 

SURR.B L 

0 

dB 

SURR.L 

0 

dB 

SUB W 

0 

dB 

MAIN 


EXIT 


2-3 SPEAKERS 1 

-EVEL 

TEST MODE 

MANUAL 

FRONT L 

0 dB 

CENTER 

0 dB 

FRONT R 

0 dB 

SURR.R 

0 dB 

SURR.BACK 

0 dB 

SURR.L 

0 dB 

SUB W 

0 dB 

MAIN RETURN 

EXIT 


DC TRIGGER SETUP 


5 PLn MUSIC 

PARAMETER 

PARAMETER 

: DEFAULT 

PANORAMA 

: OFF 

DIMENSION 

4 

CENTER Wl DTH 

0 

MAIN 

EXIT 


6 CS n PARAMETER 

TRUBASS C 

SRS DIALOG C 


MAIN 


EXIT 


DC TRI 

I G-1 

DI SABLE 

CD 

OFF 

TV 

OFF 

TAPE 

OFF 

DVD 

OFF 

CD-R 

OFF 

VCR1 

OFF 

TUNER 

OFF 

DSS 

OFF 

AUX1 

OFF 



AUX2 

OFF 



MAIN 


NEXT 

EXIT 

1 

9-2 DC TRIGGER SETUP 

DC TRI 

I G- 2 

DI SABLE 

CD 

OFF 

TV 

OFF 

TAPE 

OFF 

DVD 

OFF 

CD-R 

OFF 

VCR1 

OFF 

TUNER 

OFF 

DSS 

OFF 

AUX1 

OFF 



AUX2 

OFF 



MAIN 

RETURN 


EXIT 
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また、本文章内の表記において r 力ーソルボタン（ん▼)」は、「力ーソル 
ボタンの上または下」、同様に r 力ーソルボタン（イ，►)」は、「力ーソル 
ボタンの左または右」という意巧としてご理解ください。 


1 INPUT SETUP (デジタル人力設定) 


1 

I NPUT 

SETUP 


CD 

: D6- AT 

TV 

D4 - AT 

TAPE 

: ANA 

DVD 

D5 - AT 

CD-R 

: D1-AT 

VCR1 

ANA 



DSS 

D2 - AT 



AUX1 

D-AT 

MAIN 



EXIT 


本機のデジタル入力端子を接続状態(こ応じて入カファンクション毎(こ 
設定することができます。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECTOf ? ダイ 
ヤルを使って 、 SETUP MAIN MENU 画面の「1 INPUT SETUP 」 の 
項を選びます。 

2•リモコンの O/C ボタンまたは本体の EA/TE 片ボタンを押して確定します。 
INPUT SETUP の画面が表示されます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrO /? ダイ 
ヤルを使って、設定したい入カファンクションを選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを使って、接続状態に応じた設定に変更します。 

デジタル入力は AUX 1を除いて1か66の選択が巧能です。 

• Dx — AT を選択した場合、 1.5 秒間デジタル信号の入力が無い時(こ 
は、自動的にアナ□グ人力(こ切り替わります。 

• DIG — X を選択した場合、デジタル入力に固定されます。 

• ANA を選択した場合、アナ□グ人力(こ固定されます。 

5•カーソルを他の巧に移動すると設定が確定されます。 

6. リモコンの力ーソルボタン（瓜，可）、 または本体の SELECrO /? ダイ 
ヤルを使って、 MAIN の項へ移動し、リモコンの 0 K ボタンもしくは 
本化の ENTER ボタンを巧します。 

SETUP MAIN MENU 画面に戻ります。 

ごま意 

• DTS-CD や DTS-LD を本機で再生している場合、アナログ入 
力信号からのノイズの再生を防ぐ為、この画面で設定の切り 
替えを禁止しております。 


2 SPEAKER SETUP (スピーカーの設定）一 

この項では、接続したスピーカーの大きさ、接続の有り無し、リスニ 
ングポジションか6をスピーカーまでの距離、をチャンネルの音量バ 
ランスなどを設定します。 

7- リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrO/? ダイ 
ャルを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の「2 SPEAKER SETUP」 
の項を選びます。 

么リモコ ンの 0 K ボタ ンまたは本体の EA/7E/? ボタンを押して確定します。 

SPEAKER SETUP の始めの画面に-! SPEAKER S に E」 が表示され 
ます。 


2-1 SPEAKERS SEE (スピ ーカー の有無およびサイズの設定) 

2-1 SPEAKER S に E の画面にて設定を行います。 


2-1 SPEAKERS SIZE 

SUBWOOFER 

YES 

FRONT L/R 

LARGE 

CENTER 

SMALL 

SURROUND L/R 

SMALL 

SURR.BACK 

1 CH 

SURR.BACK SIZE 

SMALL 

LPF/HPF 

100 HZ 

BASS MIX 

BOTH 

MAIN NEXT EXIT 


本設定画面では、使用するをチャンネルのスピーカーの低音域の再生 
能力や接続の有無な どに 合わせて設定を巧います。(下の スピーカー 
サイズ設をのガイドラインに 基づき選択して下さい。 

スピーカーサイズ設定のガイドライン 

LARGE :充分な低音再生能力をもった全帯域対応の大型のスピーカー 
を使用する場合に選んで<ださい。再生信号の全帯域をその 
ままスピーカーへ出力します。 

SMALL :低音再生(こ非対応のル型のスピーカーを使用する場合に選ん 
で<ださい。再生信号の低音域は、サブウーファー出力端子 
へ振り分けて出力されます。 

(SUBWOOFER : NONE に設定した場合はフ□ント L/R チャ 
ンネルへ振り分けて出力されます） 

NONE :対象となるチヤンネルのスピーカーを接続していない場合に 
選択します。 


1. リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って、設定したい項目を選びます。 

么リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを使って、接続状態に応じて設定を変更します。 


SUBWOOFER : YES な NONE 

サブウーファーを使用するか、使用しないかを選んでください。 

YES :サブウーファーを使用する場合、選んで<ださい。 

NONE :サブウーファーを使用しない場合、選んで<ださい。 

ごま意 

• NONE を選択した場合、自動的に FRONT L / R の設定は 
LARGE に固定されます。この場合、 5. Ich 信号に含まれてい 
る LFE 信号は フロン ト L/R ス ピーカーに振り分けられて出力 
されます。 


FRONT L/R : SMALL な LARGE 

上記スピーカーサイズ設定のガイドラインに沿ってフ□ント L / R チヤ 
ンネル用の選択をします。 

ごま意 

• SUBWOOFER : NONE に設定されている場合は、自動的に 
LARGE に固定されます。 
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CENTER : SMALL な LARGE な NONE 

上記スピーカーサイズ設定のガイドラインに沿ってセンターチャンネ 
ル用の選択をします。 

ごま意 

• NONE に設定されている場合、センターチャンネル信号成分 
は、 フロント L / R スピーカーへ振り分けて出力されます。 


SURROUND L/R : SMALL な LARGE 〇 NONE 

上記スピーカーサイズ設定のガイドラインに沿ってサラウンド L/R 
チャンネル用の選択をします。 

ごま意 

• NONE に設定されている場合、サラウンド L / R チャンネル信号 
成分は、 フロン ト L / R スピーカーへ振りかけて出力されます。 


SURR.BACK : 2 CH な1 CH な NONE 

2CH :サラウンドバックスピーカーを2本使用する場合、選んでく 
ださい。 

1CH :サラウンドバックスピーカーを1本だけで使用する場合、選 
んで < ださい。 

この場合プリアウト信号は、 Suu 「. Back - L 出力端子へのみ化 
力されます。 

NONE :サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、選んでくだ 
さい。 NONE に設定されている場合、サラウンドバックチャ 
ンネル信号成分は、サラウンド L / R スピーカーへ振り分けて 
化力されます。このとき、 EX / ES モードを使用することは 
できません。 


SURR.BACK SIZE : SMALL な LARGE 

前のページ、スピーカーサイズ設定のガイドラインに沿ってサラウン 
ドバックチヤンネル用の選択をします。 


LPF/HPF : 80Hz 〇 100Hz 〇 120Hz 

使用するスピーカーの低音再生特性に合わせて、内部ク□スオーバー 
周波数を 80 Hz ， 100 Hz , 120 Hz と選択できます。 

Small (こ設定したチヤンネルはこの設定周波数の八イパスフィルター 
を通過します。サブウーファーへの出力はこの設定周波数の□ーパス 
フィルターを通過します。お使いのスピーカーの特性によって調整し 
て下さい。 


BASS MIX : BOTH な MIX 

この設定は SUBWOOFER : YES、FRONT L/R : LARGE に設定した 
場合のサブウーファー化力の設定です。 

BOTH :この設定は常(こフ□ント L / R の低音域を、 LFE 信号と共にサ 
ブウーファーへ出力します。 

MIX :この設定の場合、サブウーファー化力にフ□ント L / R 成分が 
◎りこむのは、フ□ント L / R が Smal に設定された場合だけ 
です 。 FRONT L/R : Large の場合はサブウーファー出力にフ 
□ント L / R 成分は出力されません。 

y •この画面の全ての設定が完了したら、リモコンのカーソノレボタン(ん 
▼)、または本体の SELECrOf? ダイヤルを使って、 NEXT の項へ移動 
します。 


2-2 SPEAKERS DISTANCE ^スピーカーまでの距離の設定主 

2-2 SPEAKERS DISTANCE の画面(こて設定を行います。 


2-2 SPEAKERS DISTANCE 


FRONT L 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

FRONT R 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

CENTER 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

SURR.L 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

SURR.R 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

SUB W 

10 

ft 

3 . 

0 

m 

SURR.BACK 

10 

ft 

3 . 

0 

m 


MAIN RETURN NEXT EXIT 


本設定画面では、リスニングポジシヨンか6をスピーカーへの距離を 
入力します。 

ここで入力した距離に従い、をスピーカーか6の音声の到達時間が同 
一になるようにをチャンネルのディレイ時間が設定されます。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECTOf? ダイ 
ヤルを使って、対象のチャンネルを選びます。 

么リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを巧して、対象のチャンネル距離の設定を変更します。 

人力する距離のをチャンネル間のバランスが異常な程かけ離れてい 
る場合、推奨距離となるように入力時(こ自動的に設定距離のバラン 
スをとって表示します。をチャンネルは 0.3 m か 69 m まで 0.3 m 間隔 
で設定巧能です。 

ごま意 

• SPEAKER SIZE の画面で NONE に設定したチヤンネルのス 
ピーカーは表示されません。また Surr . Back :1 CH に設定し 
た場合は SU 民 R . B のみの設定になります。 

3 . この画面の全ての設定が完了したら、リモコンの力ーソノレボタン(ん 
▼)、または本体の SELECrO/? ダイヤルを使って、 NEXT の項へ移動 
します。 

4. リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA/TEf? ボタンを巧して、次画 
面の 2-3 SPEAKERS LEVEL 画面に進みます。 

ごま意 

•本画面によるディレィタイム設定は、 7.1 CH-INPUT 時には 
無効になります。 


么リモコンの OK ボタンまたは本体の EA/TEf? ボタンを巧して、次画面 
の 2-2 SPEAKERS DISTANCE 画面に進みます。 

こま意 

•本画面による設定は 7.1 CH - INPUT や S - DIRECT を選択した 
場合は、無効になります。 
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2-3 SPEAKERS LEVELj^ スピーカーの出カレベル調整] L_ 

rsL-mm - 一-ふ，^^^笠ごごお^ 9 

2-3 SPEAKERS LEVEL の画面(こて設定を巧います。 


2-3 SPEAKERS 1 

_EVEL 

TEST MODE 

MANUAL 

FRONT L 

0 dB 

CENTER 

0 dB 

FRONT R 

0 dB 

SURR.R 

0 dB 

SURR.BACK 

0 dB 

SURR.L 

0 dB 

SUB W 

0 dB 

MAIN RETURN 

EXIT 


本設定画面では、、テストノイズ信号を用いてをスピーカーの化カレ 
ベルを均等に揃える設定を行います。 

7 - リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って、対象のチャンネルを選びます。 

么リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを巧して、出カレベルの調整をします。 

3•テストノイズの出力方法を選択します。 

TEST MODE : MANUAL 〇 AUTO 

MANUAL もしくは AUTO をリモコンの力ーソル(◄，►)ボタン、もし 
くは本体の UP / DOWN ボタンを押して選んでください。 

AUTO : AUTO を選ぶと自動的にテストノイズの出力をフ□ント 
L チャンネルより開始します。テストトーンノイズの化 
カチャンネルは自動的に L 一 C 一 R 一 SR 一 S 目一 SL 一 SW 
の順番で約3秒間隔で切り替わります。 

MANUAL :リモコンの力ーソル （▼) ボタンを押すか、本体の 
SELECTOR ダイヤルをちに回すとテストノイズが出力 
されます。リモコンの力ーソル (▼) ボタンを押す毎(こ、 
またはダイヤルをちに回すとじ(下の順番(こ切り替えま 
す。 L 一 C 一 R — SR — SB 一 SL — SW — L 

4.適量な音量にボリュームコントロールボタンにて調整して下さい。 
そしてリモコンの力ーソノレボタン （◄ ， ►) 、ま たは本味 i の UP/DOWN 
ボタンを巧して、テストトーンノイズを出力しているチャンネルの 
出カレベルを調整をします。 

をチャンネルは 1 d 目ステップ(こて調整巧能です。をスピーカーか6 
の出カレベルが均等(こなるようじ調整します。調整巧能範囲は SW 
(サブウーファー)が +10 dB 〜一 15 d B です。その他のチャンネル 
は、 +10 dB 〜一 10 dB です。 

5-各チャンネルのレベル調整が完了したら、リモコンの 0 K ボタンまた 
は本体の ENTER ボタンを巧してください。 

テストノイズの出力が止まり、カーソルが最下段の MAIN の項に移 
動します。 

6.力ーソルが MAIN の上にある状態にて、リモコンの 0/ C ボタンもしく 
は本体の EA / TE /? ボタンを巧して、メインメニューへ戻ります。 

ごま意 

• ここの設定で調整したレベルは、全てのドルビーデジタル、 
ドルビーデジタル EX 、 プロロジック n 、 dts 、 dts - ES 、 Neo 6 
の再生に共通で使用されます。 

• 7.1 CH - INPUT 用のチャンネルレベル調整は、本設定とは別に 
メモリーされますので 7.1 CH LEVEL CONTROL の画面で別に 
設定して下さい。 

• また他のサラウンドモードは個別に SUR 民 OUND 画面にて設 
をが可能です。 


3 PREFERENCE (便利機能の動作設定) 

3 PREFERENCE の画面(こてを種設定を巧います。 


3 PREFERENCE 


STANDBY MODE 

ECONOMY 

TV-AUTO 

D1 SABLE 

OSD INFO 

ENABLE 

BILINGUAL 

MAIN 

MAIN 

EXIT 


本設定画面では、本機のを種便利機能の動作設定巧います。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の3 PREFERENCE の項 
を選びます。 

么リモコンの 0K ボタンまたは本体の ENTER ボタンを巧して確定しま 
す。 PREFERENCE の画面が表示されます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って設定したい項目を選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを押して各項の設定を変更します。 

5-本画面の設定が完了したら、リモコンの力ーソノレボタン(ん▼)、また 
は本体のダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 

6. リモコンの 0 K ボタンもしく は本体の ENTER ボタンを押して 
SETUP MAIN MENU 画面に戻ります。 

STANDBY MODE : ECONOMY な NORMAL 

ECONOMY を設定すると電源をスタンバイ状態にした場合の消費電力 
を低減させることが巧能です。ただしこの設定にした場合、 TV オー 
卜 ON / OFF の機能は使用できなくなります。また将来に向けての 
MULTI RC 人力や RS 232 C 入力による外部コント□-ルも使用でき 
ません。 

上記機能を使用する場合は NORMAL の設定をして下さい。 

参考：スタンバイ消費電力 ECONOMY 時：約 0.6 W 
NORMAL 時：約 1.1 W 。 

TV-AUTO : D に ABLE な ENABLE 

本機をテレビと連動させて、自動的(こ電源を入れたり、スタンバイに 
する機能です。 

テレビの電源を人れると本機の電源が入り、テレビの電源を切ると本 
機は日分後にスタンバイになります。 

ENABLE :本機能を使う場合、選んで<ださい。 
mSABLE : 本機能を使用しない場合、選んでください。 

詳細は28ページの TV - AUTO の項を参照して下さい。 

ごま意 

• 本機能を使用する場合必ずテレビ側の VIDEO 出力端子と本体 
のテレビ用 VIDEO 入力端子を接続して下さい。また本体の主 
電源を入れた状態でお使い下さい。テレビやテレビチュー 
ナーからのビデオ信号を本機に接続しない場合は、 DISABLE 
を選択して下さい。 

OSD-INFO : ENABLE DISABLE 

本機の入力切り替え、音量調節、サラウンドモード切り替え等をおこ 
なった場合に、テレビ画面にその動作状ミ兄を5秒間を表示します。この 
表示機能の選択が巧能です。 

ENABLE :表示機能を働かせる場合、選んでください。 
mSABLE : 表示機能が不要の場合、選んで<ださい。 

ごま意 

• 本機能は背面パネル内の MONITO 民出力にのみ働きます。 
•本機能は VIDEO 入力および S-VIDEO 入力に有効です。コン 
ポーネントビデオ入力には働きません。 


• VIDEO 入力か S-VIDEO 入力かを検出して働きます。 S-VIDEO 
が優先となりますので、両方の端子に入力が接続されている 
場合、 S-VIDEO 用の MONITO 民出力のみに表示が現れます。 
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BILINGUAL ( AAC ) : MAIN 与 SUB 与 MAIN + SUB 与 

BS デジタル放送などの AAC 信号人力において、2力国語放送などの場 
合に再生する信号を選択します。 

MAIN :主音声のみをフ□ント L / R チヤンネルか6再生します。 
SUB :副音声のみをフ□ント L / R チヤンネルか6再生します。 
MAIN+SUB :主音声をフ□ントし副音声をフ□ント R から再生します。 


4 SURROUND ( サラウンドモードの設定 ) 

4 SURROUND の画面(こてを種設定を行います。 


4 SURROUND 


SURR.MODE : AUTO 


HT-EQ 

OFF 

LFE LEVEL 

0 dB 

CENTER 

0 dB 

SURR L 

0 dB 

SURR R 

0 dB 

SURR BACK 

0 dB 

SUB W 

: 0 dB 

MAIN 

EXIT 


本設定画面では、サラウンドモードの選択やを種エフェクトのレベル 

調整をすることが巧能です。 

サラウンドモード(こ関しては2日ページの「サラウンドモードについて」 

の項を参照して下さい。 

1. リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って 、 SETUP MAIN MENU 画面の SURROUND の項を選び 
ます。 

么リモコンの 0 K ボタンまたは本体の ENTER ボタンを押して確定しま 
す。 SURROUND の画面が表示されます。 

3•リモコンの力ー ソルボ タン（▲， ▼) 、または本体の SELECTOR タイ 
ヤルを使って設定したい項目を選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを巧して各項の設定を変更します。 

5- 本画面の設定が完了したら、リモコンの力ーソノレボタン(▲，▼)、また 
は本体の SELECrO /? ダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 

6- リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA / TEf ? ボタンを巧して 
SETUP MAIN MENU 画面に戻ります。 


CENTER 

センターチヤンネルのレベルをおがみによって調整します。一10か6 
十10まで調整巧能です。 

SURR L 

サラウンド L チヤンネルのレベルをおがみによって調整します。一10 
か6十10まで調整巧能です。 


SURR R 

サラウンド R チヤンネルのレベルをお好みによって調整します。 一10 
か6十10まで調整巧能です。 

SURR BACK 

サラウンドバックチヤンネルのレベルをおがみによって調整します。 
- 10か6十10まで調整巧能です。 

SUB W LEVEL 

サブウーファーチヤンネルのレベルをお巧みによって調整します。一 
1己か6十10まで調整巧能です。 


5 PL 丑 (Pro Logic 立 ） MUSIC PARAMETER 
(プロ ロジック丑 - ミユージックモード用設定 ) 

5 PL 2 -MUSIC PARAMETER の画面(こて設定を行います。 


5 PLn MUSIC 

PARAMETER 

PARAMETER 

: DEFAULT 

PANORAMA 

: OFF 

DIMENSION 

4 

CENTER Wl DTH 

0 

MAIN 

EXIT 


本設定画面では、ドルビープ□□ジ 、ソク I ーミュージックモードのを 
種処理の詳細をお巧みに合わせて設定することが巧能です。 

ドルビープ□□ジ 、ソク I ー ミュージックモードは CD などのステレオ 
ソースからでち 、蟲場感あふれるサラウンド効果を得ることができま 
す。 


SURR.MODE : AUTO 与...与 STEREO 马 

サラウンドモードを順番(こ選択します。 

HT-EQ : OFF な ON 

HT - EQ (ホームシネマイコライザー)の ON / OFF を切り替えます。 
HT - EQ は、本来劇場用に録音された映画のサウンドトラックを家庭で 
再生する際に、劇場の特性を忠実に再生するように補正を行うイコラ 
イザー機能です。 

ごま意 

•本機能はサウンドモードは S - DIRECT , MULTI - CH . STEREO , 
VIRTUAL 時は無効となります。 


LFE-LEVEL : 0 d B 与 -10 dB 与 OFF 与 

お使いのスピーカーシステムと選んだサラウンドモードの組合わせに 
り、低音域の出力(こて歪みを発生する場合があります。これは 、 Dolby 
Digi ね I 信号や DTS 信号内の LFE レベルが大き過ぎるためです。 

この様な場合に LFE 信号の再生レベルを下のように設定することが 
できます。 

OdB : LFE 信号は通常レベルで再生されます。（通常設定） 

-10dB : LFE 信号の再生レベルを- 10 dB 減衰します。 

Off : LFE 信号の再生を行いません。 


ごま意 

•本画面で設定を行う場合、サラウンドモードを PROLOGICn 
MUSIC モードに選択してからおこなって下さい。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECTOf? ダイ 
ヤルを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の PL 丑- PARAMETER の 
項を選びます。 

么リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA/TEf? ボタンを巧して確定し 
ます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECTOR ダイ 
ヤルを使って設定したい項目を選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを押して各項の設定を変更します。 


PARAMETER : DEFAULT 〇 CUSTOM 

DEFAULT :標準設定を使用する場合に選択します。を設定が基本の 
固定値となります。 

CUSTOM :各種処理の詳細をお好みに合わせて設定する場合に選択 
します。下記の調整をする場合は、こち6を選んで<だ 
さい。 

PANORAMA : OFF な ON 

本機能を ON するとフ□ントの音場を左ちじ大きく回り込ませ、サラウ 
ンド ch に繫げるような巧象になります。 
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DIMENSION : 0 与...马 6 

フ□ントとリアのレベル差を調整する機能です。入カソースによって 
はフ□ントが強くでるもの、リアが強くでるもの、と多様(こなります 
ので、この機能で好みのバランスを得ることができます。0か66まで 
の7段階の調整が巧能です。 


CENTER WIDTH : 〇与...与7 

センターチヤンネル成分を、徐々じフ□ント L / R のスピーカーじ振り分 
ける機能です。 

センター成分を振り分けることで、スピーカー間の音色の不一致を緩和 
させることが巧能じなります。0か67までの8段階の調整が巧能です。 

5•本画面の設定が完了したら、リモコンの力ーソノレボタン(▲，▼)、また 
は本体の SELECT 口/?ダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 

6. リモコンの OK ボタンもしくは本体の fA / TE /? ボタンを巧して 
SETUP MAIN MENU 画面に戻ります。 


6 CS 丑（サークルサラウンド 1) パラメーター 


6 CSI PARAMETER の画面にて設定を巧います。 


6 csn PARAMETER 


TRUBASS 

0 

SRS DIALOG 

0 

MAIN 

EXIT 


本設定画面では、 CS I 再生時のを種処理の詳細をお好みに合わせて設 

定することが巧能です。 

し ま点 

•本画面で設定を行う場合、サラウンドモードを csn モードに 
選択してからおこなって下さい。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECTOf ? ダイ 
ヤルを使って 、 SETUP MAIN MENU 画面の CS 丑- PARAMETER の 
項を選びます。 

么リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA / TEf ? ボタンを巧して確定し 
ます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECrO /? ダイ 
ヤルを使って設定したい項目を選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L / P / DOWA / ボタ 
ンを巧して各項の設定を変更します。 

TRUBASS : 0与...马7 

• Trubass は、パイプオルガンの低音再生技まを電気的(こ応用したも 
ので、使用するスピーカーの fo (最低再生巧能周波数)下の低音を 
再生できます。 

• 0か66まで7段階で設定できます。数値が上がる程効果が大きくな 
し J ます。 

• サブウーファーを使用している場合、本機能はサブウーファー出力 
(こ働きます。 

• サブウーファーを使用していない場合、本機能はフ□ント L / R 出力 
に働きます。 

SRS DIALOG : 0今...马7 

• SRS Dialog はダイア□グ治詞）を明瞭(こすると共に、床置きのセン 
タースピーカーか6化る音の音像定位を画面の高さか6聴こえるよ 
うに、上方向に移動(仮想配置）します。 

• 0 か66まで7段階で設定できます。数値が上がる程、効果が大き< 
なります。 

• SPEAKER SIZEU ピーカーのサイズ）セットアップでセンタース 
ピーカーを 「 NONE 」 と選択している場合、この設定を行うことはで 
きません。 


5-本画面の設定が完了したら、リモコンのカーソノレボタン(ん ▼) 、また 
は本体のダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 
6. リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA / TEf ? ボタンを巧して SETUP 
MAIN MENU 画面に戻ります。 


7 MULTI ROOM (マルチルーム機能の設定) 

7 MULTI ROOM の画面にてを種設定を行います。 


7 MULTI ROOM 

MULTI ROOM 

: OFF 

VI DEO 

DVD 

AUDIO 

DVD 

VOLUME SETUP 

VAR 1 ABLE 

VOLUME LEVEL 

- 90 dB 

SLEEP TIMER 

OFF 

- MAIN-ROOM 

STATUS---- 

V1 DEO:DVD y 

VUDIOiDVD 

MAIN 

EXIT 


本機はマルチルームシステムの機能を搭載しておりまず。 （31 ぺージ参照） 
この画面では、この機能を使用するときのを種設定を変更することが 
巧能です。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECTOf? ダイ 
ヤルを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の MULTI ROOM の項を選 
びます。 

么リモコンの OK ボタンもしくは本体の EA/TEf? ボタンを巧して確定し 
ます。 MULTI ROOM の画面が表示されます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECrO /? ダイ 
ヤルを使って設定したい項目を選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを押して各項の設定を変更します。 

5-本画面の設定が完了したら、カーソノレボタン（ん▼)、または本体の 
SELECrOf? ダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 

6. リモコンの OK ボタンもしく は本体の ENTER ボタンを押して 
SETUP MAIN MENU 画面に戻ります。 

MULTIROOM : OFF 〇 ON 

マルチルームシステムの ON / OFF を設定します。 

VIDEO 

マルチルームシステムへ出力するビデオソースを設定します。 

AUDIO 

マルチルームシステムへ出力するオーディオソースを設定します。 

VOLUME SETUP : VARIABLE 〇 FIXED 

VARIABLE :マルチルームシステム用の才ーディオ信号化カレべル 
を、将来的(こ別室か6のリモートコマンド(こよって可変 
コント□ール巧能 ( VARIABLE ) (こする場合選択します。 
FIXED :マルチルームシステム用のオーディオ信号化カレべルを 
固定 ( FIXED ) にする場合に選択します。本機か6の出力 
レベルは下記のレベル設定値(こ固定されます。 

VOLUME LEVEL : -00 与...与 OdB 

上記 VOLUME SETUP の設定(こおいて固定 ( FIXED ) (こした場合、その 
固定値を設定します 。 VOLUME SETUP 設定において可変 
( VARIA 目 LE ) にした場合、現状値を表示します。 

SLEEP TIMER : OFF 马10与...与90马 

マルチルーム機能用のスリープタイマー設定です。 

OFF 一 10一20 一... 一 90と10分間隔で90分まで設定巧能です。設 
定した時間でマルチルーム機能が OFRI 犬態(こなります。 

MAIN ROOM STATUS : VIDEO/AUDIO 

メインルーム側の現在の入力設定状態を表示します。（表示のみで設定 
はできません） 
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CD 

OFF 

TV 

TAPE 

OFF 

DVD 

CD-R 

OFF 

VCR1 

TUNER 

OFF 

DSS 

AUX1 

OFF 


AUX2 

OFF 



MAIN RETURN EXIT 


9-2 DC TRIGGER SETUP 
DC TRIG-2 : DISABLE 


8 7.1 CH-INPUT LEVEL の画面にて設定を行います。 


8 7.1 CH INPUT LEVEL 

FRONT L 

0 

dB 

CENTER 

0 

dB 

FRONT R 

0 

dB 

SURR.R 

0 

dB 

SURR.B R 

0 

dB 

SURR.B L 

0 

dB 

SURR.L 

0 

dB 

SUB W 

0 

dB 

MAIN 


EXIT 


この画面では、 7. 1 CH-INPUT 入力動作時のをスピーカーの出カレベル 
を均等に揃えることが巧能です。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（ん▼)、または本体の SELECTO /? ダイ 
ヤルを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の 7.1 CH-INPUT LEVEL の 
項を選びます。 

么リモコンの OK ボタンまたは本体のの vre ? ボタンを押して確定します。 
7.1 CH-INPUT LEVEL の画面が表示されます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECTOf? ダイ 
ヤルを使って、対象のチャンネルを選びます。 

4. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを巧して出カレベルの調整をします。 

調整巧能範囲は SW (サブウーファー)が+ 1 0 dB 〜一 1 日 d 目です。そ 
の他のチヤンネルは、 +10 祀〜一 10 dB です。 

ごま意 

• この画面での設定値は 7.1 CH - INPUT 入力動作時にのみ適用さ 
れます。 

5•本画面の設定が完了したら、リモコンのカーソノレボタン(ん ▼) 、ま 
たは本体の SELECTOR ダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動しま 
す。 

6.リモコンの OK ボタンまた は本体の ENTER ボタンを巧して SETUP 
MAIN MENU 画面に戻ります。 


9 DCTRIGGER SETUP の画面(こて設定を行います。 


9-1 DC TRIGGER SETUP 
DC TRIG-1 : DISABLE 


CD 

OFF 

TV 

OFF 

TAPE 

OFF 

DVD 

OFF 

CD-R 

OFF 

VCR1 : 

OFF 

TUNER 

OFF 

DSS 

OFF 

AUX1 

OFF 



AUX2 

OFF 



MAIN 


NEXT 

EXIT 


本画面では、将来に向けての、ホームシネマシステム用外部コント 
□ール機器との接続設定用に用います。 

本機のファンクション入力切替(こ連動させて、スクリーンを自動昇降さ 
せたり、部屋のライトを点の、消灯などの用途に向けての設定です。 
設定した入カファンクションが選ばれた場合に本機背面の DC OUT 1 及 
び 2 か 6 トリガー信号の C 1 2 V ) を出力します。 

7-リモコンの力ーソノレボタン（▲，▼)、または本体の SELECTOf? ダイ 
ヤ J レを使って、 SETUP MAIN MENU 画面の 8)DCTRIGGER SETUP 
の項を選びます。 

么リモコンの OK ボタンまたは本体の ENTER ボタンを押して確定します。 

DC TRIGGER SETUP の画面 (DC TR に- 1 用）が表示されます。 

3. リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを巧して、 DISABLE. MAINROOM または MULTIROOM を選択 
します。 

DISABLE : DC - TRG -1 の化力を使用しない場合(こ選択します。 
MAIN ROOM : DC - TRG -1 の化力をメインルーム用の人力切替に連 
動させる場合(こ選択します。 

MULTI ROOM : DC - TRG -1 の化力をマルチルーム用の入力切替(こ連 
動させる場合に選択します。 

4•リモコンの力ー ソルボ タン（▲， ▼) 、または本体の SELECrOf ? ダイ 
ヤルを使って、各ファンクションを選択します。 

5-リモコンの力ーソノレボタン（◄，►)、または本体の L/P/DOWA/ ボタ 
ンを巧します。 

ON : 連動出力をさせる場合に選択します。 

OFF ： 連動出力をさせない場合に選択します。 

6•本画面の設定が完了したら、リモコンのカーソノレボタン(ん▼)、また 
は本体の SELECrO/? ダイヤルを使って、 NEXT の項へ移動します。 

7. リモコンの OK ボタンまたは本体の EA/TEf? ボタンを押して、 DC 
TRIGGER SETUP (DC TRG-2 用）画面に進んでください。 


8- 上記の手順3.〜5.と同様に DC - TRG -2 出力の設定をおこなって下さし、。 

9•全ての設定が完了したら、リモコンの力ーソノい K タン（ん▼)、また 
は本体の SELECrOf ? ダイヤルを使って、 MAIN の項へ移動します。 

10.リモコンの OK ボタンまたは本体の EA / TEf ? ボタンを巧して SETUP 
MAIN MENU 画面に戻ります。 


8 7.1 CH-INPUT LEVEL 


9 DC TRIGGER SETUP 

(7.1 CH - INPUT 用チヤンネルレベル調整） 


( DC トリガー信号出力設定） 


F F F F 
0 0 0 0 


22 














基本操作 


ここからの説明におけるリモコンの操作は、リモコンの動作モードを 
AMP (リモコンの表示部に AMP と表示されている）にした状態です。 
AMP モードにするにはリモコン上の AMP ボタンを一度巧して下さい。 

入カファンクシヨンの選択 


信号を再生する際は、まず初めに本体の人カファンクションを選択す 
る必要があります。 

例） DVD からの信号を再生する。 



1 回回 

1 REC SPKR A/B 

恩 ； S 

1〔たが如)] 

回同 1 

ATT MULTI 1 

、のの 

。互) 

® : 1 

い、;趣) 


& 

が 

\ \ ； ( S ) 


& 

& J ：' 

\ \ ■夏 / / 

\ \ LEARNING REMOTE CONT 帕 LLER / / 
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音量を調整する 



7•本体のン OLL / ME ダ丫ヤ八を回すか、リモコンのン OLU )、（▼) ボタ 
ンを巧してお好みの音量に調整します。 

• 音量を上げるには VOLUME ツマミをちに回すか、リモコンの VOL 
(▲) ボタンを押して下さい。 

• 音量を下げる(こは VOLUME ツマミを左に回すか、リモコンの VOL 
(▼) ボタンを押して下さい。 

• 音量調整時には本体前面表示部及び OSD に調整レベルが表示されま 
す。 


7-本体の〇ン D ボタン、またはリモコンの〇ン D ボタンを巧します。 

2•そ の後 DVD プレーヤー側で再生を開始します。 

• 入カファンクションを切り替えた際、 OSD や前面表示部(こ選択した 
ファンクション名が表示されます。 

•入カファンクション毎にサラウンドモード、デジタル入力、ア少 □ 
グ入力、など前回の状態がメモリーされています。 

• 才ーディオファンクション ( Tuner 、 CD 、 Tape 、 CD - R 、 AUX 2) を 
選択した場合ビデオ出力は最後に選択した Video 機器の状態を保持 
しています。 

• ビデオ系のファンクションを選択した場合 、 Monitor OUT (モニ 
ターアウト)端子か6選択した機器のビデオ信号が出力されます。但 
し Video ( ビデオ)人力信号は Video ( ビデオ)用 Monitor Out 端子へ、 
S-Video ( S ビデオ)人力信号は S-Video ( S ビデオ)用 Monitor Out 任 
二夕ーアウト）端子へ、コンポーネントビデオ信号は Component 
Video 用 Monitor Out へと化力されます。 

• 異なる信号間での入出力は行いません。よって選択したファンク 
シヨンの入力の種類(こ合ったモニターアウト信号を TV やプ□ジェク 
ターに接続して下さい。 


サラウンドモードの選択 _ 

入カファンクションを選んだ後は、ご希望のサラウンドモードを選択 
します。 

をサラウンドモードじついては2日ページのサラウンドモードの項を 
参照して下さい。 

例) AUTO モードを選択する場合。 



卜ーンコントロール 


スピーカー音声出力の目 ASS (低音域 ）、 TREBLE (高音域）の調整が 
を々調整巧能です。それぞれ、 +/- 6段階まで調整ができます。 




BAS S (低 音域）コント□ -ル 

• 本体の仪!ボタンを押して前面表示部に" BASS " を表示させます。 

• 本体の UP / DOWN ボタンを を巧してお好みのレベルに調整して下さ 
い。リモコンの場合 Bass (▲) または （▼) ボタンを巧してお好みのレ 
ベルに調整して下さい。 


TREBLE (高音域 j コントロール 
——■ ■■11 ■ . .. — 

• 本体の TREBLE ボタ ンを巧して前面表示部に " TREBLE " を表示させ 
ます。 


•本体の UP/DO ym ボ タンを巧してお好みのレベルに調整して下さ 
い。リモコンの場合 Treble (▲) または （▼) ボタンを押してお好みの 
レベルに調整して下さい。 

ごま意 

• トーンコントロールはサラウンドモード、再生状態、あるいは 
入力信号によっては使用できない場合があります。 


7.本体の SELECT ダイヤルを回し、前面表示部に AUTO と表示が出る 
ようにします。リモコンではボタンを巧します。 

(他のサラウンドモードを選択する場合は、リモコンでご希望のサラ 
ウンドモードボタンを押して下さい） 
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本機で再生動作をしている最中に、リモコンで一時的にスピーカーか 
6の音声を消すことができます。 



7-本体の ML / TE ボタンまたはリモコンの MUTE ボタ ンを巧します。音 
声出力が消えます。 

本体前面表示部、 OSD に MUTE と表示れます。 

么ミユートを解除したい場合は、再度本体もしくはリモコンの ML/TE 
ザ’タンを巧します。 

音声が再び出力されます。またリモコンのボリユームコント□ール 
によってもミュートは解除されます。 


設定した時間で自動的(こ電源がスタンバイ状態になる機能です。最大 
90分まで設定巧能です。 


7-リモコンの SLEE 戶ザ’タンを押します。巧す毎に前面表示部の設定時 
間表示がが下の様に変わります。 

OFF - MQ -^20-^30- >40 


90 * -80 <■ -70 <■ -60 * -50 

么ご希望の時間で約2秒間お待ち下さい。スリープタイマーがセット 
されます。 

前面表示部内の SLEEP が点のします。 

3•スリープタイマーを解除したい場合は、上記の手順1.と2.を巧って 
OFF を選択して下さい。 


夜間等に再生音のダイナミックレンジを押さえて、全体の音量を上げ 
ずにルさな音声を闇きやすくすることができます。本動作は、リモコ 
ン(こて切り替えを巧います。 

ナイトモードの効果は、ドルビーデジタルのソフトによって設定されい 
ます。本動作に対応していないソフトじは効果がない場合があります。 



7-リモコンの AZ / GHT ザ’タンを巧します。 

本体前面表示部内の N に HT が点火了します。 

2•ナイ トモードを解除したい場合は、 再度リモコンの N に HT ボタンを 
押します。 

本体前面表示部内の N に HT が消えます。 


スリープタイマーを使う 



ユ 


ート機能 


ナイトモード 


IK ©〕 器0ろ赛 

ろ空百00|010| 
醫白© 000 IQ 
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サラウンドモードについて 


本機は JU 下のような多種のサラウンドモードを持っております。再生 
するソースやお好みに応じてを種モードを使い分ける事が巧能です。 
入カファンクション毎にこれらのサラウンドモードはメモリーされます。 
入力信号によってをサラウンドモードの再生状態が変わります。（サラ 
ウンドモード/人力信号対応表を参照） 

AUTO (オートサラウンド） 

入力されるデジタル信号の種類をお化し、自動的(こ再生状態を切り替 
元ます。 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタル EX 、 ドルビーサラウンド、 
DTS 、 DTS - ES 、 AAC 、 PCM 、96 kPCM などの信号フォーマットを 
お化してそれぞれ(こ対応した再生モードに切り替えます。 

基本的に、入力信号が PCM 信号の場合は STEREO 再生を行います。ド 
ルビーデジタルや DTS 、 AAC の場合それぞれのチャンネル数に応じた 
再生を行います。 

□□モード 

(DOLBY DIGITAL , PRO LOG に n — Movie 、 Music、PRO LOGIC ) 

DVD などのドルビーデジタル日. 1 ch 信号人力に対してはそのまま再生 
します。 

2 ch 入力信号じ対してはドルビープ□□ジ、ソク n 再生を行うことができ 
ます。 

従来のプ□□ジ、ソクは、フ□ント 3 ch 、 リアはモノ （1 ch ) の 4 ch 構成と 
なっていました。またサラウンドチャンネルに再生帯域に制限があ 
り、上限が 7 kHz でした。プ□□ジ、ソク山ま、ドルビーデジタルと同じ 
ようじ、フ□ント 3 ch 、 リア 2 ch のフルバンド日 ch で構成されており、 
自然なサラウンド表現が巧能です。 

プ□□ジ、ソク n モードは Movie (ムービ ー) モードと Music (ミュージ、ソ 
ク）モード、プ□□ジ 、ソク 互換モードの3種か6選択できます。リモコ 
ンの □□ ボタンを押して選択して < ださい。 

PRO LOG に n-Movie モードは映画再生にパラメータを最適化したもの 
です。ドルビーサラウンド-エンコード作品は、このモードで視聴す 
るとより効果的です。 

PRO LOG に n-Music モードは音楽再生に最適化したパラメータを持た 
せております。サラウンド ch は定位よりも包囲感が得6れるチューニ 
ングになっています。このモードは通常のステレオ録音された音楽な 
どを再生するとき(こ用いる事ができます。 Music モードではお巧みに 
合わせて各種パラメーター調整を施すことが巧能です。 （ PLn パラメー 
ター設定の項参照） 

PRO LOG にモードは従来のプ□□ジ、ソク再生互換があります。ドル 
ビーサラウンド録音ソースに対しそのまま忠実なデコードをします。 


ごま意 

•本モードは 2 ch 信号入力の場合はプロロジック II 再生を巧いま 
すがドルビーデジタル 5.1 ch 信号が入力された場合は自動的に 
ドルビーデジタル 5. Ich 再生に切り替わります。 

本モードでは例えドルビーデジタル EX 信号が入力されても 
EX (6.1 ch ) 再生はしません。 

EX 再生をする場合は EX / ES モードを選んで下さい。 


DTS モード yts 、 心 o:6-CINEMA 、 N が : 6-MUSIC]_ 

DVD などの dts 日. 1 ch 信号入力(こ対してはそのまま再生します。 

2 ch 信号人力（アナ□グ信号人力を含む）に対しては Neo :6- Cinema 、 
Neo :6- Music の選択が巧能です。リモコンの d ゎボタンを押して選択 
してください。 

dts - Neo :6 は2チヤンネル記録された入力信号か6 6チヤンネルのフル 
バンドチヤンネルを再生します。 

Neo :6 -Cinema (シネマ）と Neo :6 -Music (ミュージック）の2種類のマト 
リックス-モードが選択できます。 

Neo :6 -Cinema はサラウンド-エンコーディングされた映画のサウン 
ド-トラック用のマトリ 、ソ クス-モードで VTR 等の 2 ch ソースか6 
6.1 ch のサラウンド再生が巧能です。 

Neo :6 -Music は従来のステレオ音楽を 6.1 ch にて再生するためのマト 
リックス•モードです。 

ごま意 

•本モードでは、たとえ dts-ES 信号が入力されても ES (6.1 ch ) 再 
生はしません。 ES 再生をする場合は EX/ES モードを選んで下 
さレ、0 

Neo :6 再生は各種 2 ch 信号入力時にのみ選択できます。 


EX/ES 

ドルビーデジタル 5.1 ch 、 AAC -5.1 ch の場合、一旦日. 1 ch デコードを 
した後(こマトリクス処理を施すことにより、サラウンドバック信号を 
付加します。 

ドルビーデジタル EX 処理を施して記録された人力信号では、サラウン 
ド空間再生の定位感が向上します。 

しかし、サラウンド EX 処理が施されていない 5.1 ch 信号(こ対しては不 
自然な定位再生になることがあります。 

(詳しくは DVD のパッケージなどを参照して、本モードに切り替えてく 
ださい） 

DTS - ES 信号入力の場合、信号内(こ記録された判別信号(こよって 
Discrete -6 .K Matrix -6.1 の再生方式を切り替えて DTS - ES 処理を行 
います。通常の日. 1 ch - DTS 信号人力の場合、一旦 5.1 ch デコードをし 
た後に Matrix -6.1 処理を施してサラウンドバック信号を付加します。 


ごま意 

•入力信号に L 、 民独立したサラウンド信号成かが記録されて 
いる場合に有効です。よって PCM 信号、アナログ信号などの 
入力時はこのモードは使用できません。 

また、セットアップのスピーカー設定にてサラウンドバック 
スピーカーを使用している設定の場合にのみ有効です。サラ 
ウンドバックスピーカーを使用しない設定の場合、このモー 
ドは使用できません。 

CSII (サークルサラウンド II ) 

通常の VTR や CD などのステレオやモノラル等、あ6ゆる素材を 6.1 ch 
音場再生することが出来るモードです。 

CSn - Cinema と Music および Mono の3種類のモードがあります。リモ 
コンの CS // ボタンを押して選択してください。 

CSn-Cinema (シネマ） 

映画などのサウンド-トラック用の再生(こ適したモードで VTR 等の 
2 ch ソースか 66.1 ch のサラウンド再生が巧能です。 

CSn - Music (ミユージック） 

CD など従来のステレオ音楽を 6.1 ch にて再生するするのに適したモー 
ドです。 

CSn - Mono (モノ） 

モノラル録音された映画素材や TV 放送でさえも、 6.1 ch 再生を巧能に 
します。 


また CSII モードではお好みに合わせて各種パラメーター調整 ( Trubass 、 
SRS DIALOG ) を施すことが巧肯巧す。 （ CSn パラメーター設定の項参照) 

ごま意 

• CSII 再生は各種 2 ch 信号入力時にのみ選択できます。 
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MULTI - CH . STERE O (マル チチヤンネル • ステレオ J _ 

2 ch 信号入力(こ対して独自の処理を施しマルチチャンネル （6.1 ch ) 再 
生をします。 

己. 1 ch 信号入力に対してはそのまま再生します。 

VIRTUAL いくー チャル) ■ 

2本のフ□ントスピーカーだけで、あたかもサラウンドスピーカーがあ 
るようなサラウンド効果を再現します。 

ドルビーデジタル、 DTS や AAC のマルチチャンネルソースにヴァー 
チャル処理を施して再生します。また 2 ch 信号入力に対しては一旦サ 
ラウンド処理を施した後(こヴァーチャル再生を行います。 

STEREO (ステレオ) 

人力信号のチャンネル数に関わ6ずステレオ再生を行います。よって 
たとえ5.1ホ信号（ドルビーデジタル、 DTS や AAC ) が入力されている 
場合でも、フ□ント L / R だけの再生となります。 

S - D 旧 ECT (ソースダイレクト i 

スピーカー設定などによる周波数フィルターやディレイ、トーンコン 
卜□ールなどの付加処理をバイパスします。よって入力信号を最短処 
理(こて出力します。またアナ□グ信号入力時(こはデジタル部の処理を 
停止して、高周波ク□ックなどの影響を最ル限にします。入力信号へ 
の追従は AUTO モードと同じです。 

ごま意 

• このモードを選択すると、内部的にセットアップメニューの 
SPEAKER SIZE における各スピーカーの 設定が すべて 
LARGE および SubWoofer=YES の設定状態で再生されます。 
またトーンコントロール、 HT - EQ などの処理はすべて無効と 
なります。 


デジタル信号入力に閱して 

DVD プレーヤー等と本機をデジタル信号接続をして使用している場合 
に、プレーヤーによってはスキ、ソプ動作や音声切り替え等の操作時に 
音声が途切れたり、音声出力が遅れる場合があります。これは有害な 
ノイズの発生を防ぐ為であり故障ではありません。 

Dolby.Surround EX 信号に園するを意 


ドルビーデジタル EX 再生はデジタル入力時のみ巧能です。 
ドルビーサラウンド E X 処理が施されたソースの再生には EX / ES モー 
ドの使用を推奨します。 

自動的にドルビーデジタル EX 再生に切り替わ6ない場合、 DVD のジャ 
ケットの表記などを参照の上、 EX / ES モードに切り替えて下さい。 
これは DVD 内に Surround EX 判別用信号が正確に記録されていない場 
合がある為です。 

96 kHz PCM 信号に閱するミ主意 

96 kHzPCM 信号入力時は AUTO 、 STEREO 、 S - DIRECT が選択巧能です。 
DVD プレーヤーによっては 96 kHz PCM 信号のデジタル出力に対応し 
ていない場合があります。詳し<はお使いの DVD プレーヤーの取扱い 
説明書をご覧下さい。 

DVD ディスクによっては著作権保護の為、 96 kHz PCM 信号のデジタ 
ル出力を禁止している場合があります。 

DTS 信号に関するま意 

DTS 信号の再生はデジタル入力時のみ巧能です。 

DTS - CD や DTS - LD を再生する場合、プレー七一のアナ□グ音声出力 
か6ノイズが出力されている場合があります。必ずプレーヤーのデジ 
タル出力端子と本機のデジタル入力端子を接続してご使用下さい。 
上記ノイズ出力の理由(こより、本機で DTS - CD や DTS - LD を再生中は 
デジタル、アナ □ グ人力の切り替え動作等を禁止している場合があり 
ます。一旦プレー七一側を STOP 状態にしてか6行ってください。 


26 












サラウンドモード/入力信号対応表 


サラウンドモード 

入力信号 

再生 

出 

カチヤンネル 

前面表 W 

L/R 

c 

SL 

SR 

SB 

SubW 

信号フォーマット表示 

プログラムチャンネル表示 

AUTO 

Dolby Surr. EX 

Dolbv Digital EX 

O 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolby D (5.1 ch) 

Dolbv Digital 5.1 

O 

o 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し S R，LFE 

Dolby D に ch) 

Dolbv Digital 2.0 

O 

- 

- 

- 


□□ DIGITAL 

UR 

Dolbv D に ch Surr) 

Pro Loqic n movie 

O 

o 

〇 

- 

ホ 

□□ DIGITAL ， □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

O 

o 

〇 

〇 

〇 

dts ， ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS 96/24 

DTS 96/24 

O 

o 

〇 


〇 

dts 96/24 

し C ， R，S し SR，LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

O 

o 

〇 


〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM(Audio) 

PCM (Stereo) 

O 

- 


匯 


PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (96kHz Stereo) 

O 

- 




PCM 

UR 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 

O 

o 

〇 


〇 

AAC 

し C ， R，S し S R，LFE 

AAC にか） 

AAC 2.0 

O 

- 

- 

- 

- 

AAC 

し R 

Analog 

Stereo 

O 

- 

匯 

匯 

匯 

ANALOG 

- 

S-DIRECT 

Dolbv D Surr. EX 

Dolbv Digital EX 

O 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Digital 5.1 

O 

o 

〇 

匯 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv Digital 2.0 

O 





□□ DIGITAL 

UR 

Dolbv D たか Surr) 

Pro Loqic n movie 

O 

o 

〇 

- 

ホ 

□□ DIGITAL ， □□ SURROUND 

し， R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

O 

o 

〇 

〇 

〇 

dts ， ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS 96/24 

DTS 96/24 

O 

o 

〇 


〇 

dts 96/24 

し C ， R，S し SR，LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

O 

o 

〇 


〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

o 

- 

- 

匯 


PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (96kHz Stereo) 

o 

- 

- 



PCM 

UR 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 

o 

o 

〇 

- 

〇 

AAC 

し C ， R，S し S R，LFE 

AAC にか） 

AAC 2.0 

o 

- 


- 

- 

AAC 

し R 

Analog 

Stereo 

o 

- 

匯 

- 

匯 

ANALOG 

- 

EX/ES 

Dolbv D Surr. EX 

Dolbv Digital EX 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Digital EX 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

DTS-ES 

DTS-ES 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS(5.1ch) 

DTS-ES 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC EX 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し C ， R ， SL,S R, LFE 

DOLBY 
(PL H movie) 

(PL H music) 
(Pro Logic) 

Dolbv D Surr. EX 

Dolbv Digital 5.1 

o 

o 

〇 

匯 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Digital 5.1 

o 

o 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

Dolbv D (2ch) 

Pro Loqic n 

o 

o 

〇 

- 

ホ 

□□ DIGITAL 

UR 

Dolbv D にか Surr) 

Pro Loqic H 

o 

o 

〇 

- 

* 

□□ DIGITAL , □□ SURROUND 

し R，S 

PCM (Audio) 

Pro Loqic n 

o 

o 

〇 

- 

ホ 

PCM 

UR 

Analog 

Pro Logic H 

o 

o 

〇 

- 

ホ 

ANALOG 

- 

AAC (2ch) 

Pro Loqic n 

o 

o 

〇 

- 

* 

AAC 

し R 

DTS 

(Neo:6 Cinema) 
(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS 5.1 

o 

o 

〇 

- 

〇 

dts ， ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS 96/24 

DTS 96/24 

o 

o 

〇 

- 

〇 

dts 96/24 

し C ， R，S し SR，LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

o 

o 

〇 

- 

〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM (Audio) 

Neo:6 

o 

o 

〇 

〇 

ホ 

PCM 

UR 

Analog 

Neo:6 

o 

o 

〇 

〇 

ホ 

ANALOG 

- 

Dolbv D にか） 

Neo:6 

o 

o 

〇 

〇 

* 

□□ DIGITAL 

UR 

Dolby D (2ch Surr) 

Neo:6 

o 

o 

〇 

〇 

ホ 

□□ DIGITAL , □□ SURROUND 

し R，S 

AAC にか） 

Neo:6 

o 

o 

〇 

〇 

* 

AAC 

し R 

CS H Cinema 
CS H Music 

CS H Mono 

PCM (Audio) 

csn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

PCM 

UR 

Analog 

csn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 

- 

Dolbv D にか） 

csn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

csn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL ， □□ SURROUND 

し R，S 

AAC にか） 

csn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

STEREO 

Dolbv Surr. EX 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

Dolby D (2ch) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

ホ 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D たか Surr) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

ホ 

□□DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

dts , ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS 96/24 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

dts 96/24 

し C ， R，S し SR，LFE 

DTS (5.1 ch) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM (Audio) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

* 

PCM 

UR 

PCM 96kHz 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

* 

PCM 

し R 

AAC (5.1 ch) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

〇 

AAC 

し C ， R，S し S R，LFE 

AAC にか） 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

* 

AAC 

UR 

Analog 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

ホ 

ANALOG 

- 

Virtual 

Dolbv Surr. EX 

Virtual 

o 

- 

- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Virtual 

o 

- 

- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

Dolby D (2ch) 

Virtual 

o 

- 

- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D たか Surr) 

Virtual 

o 

国 


匯 


□□ DIGITAL , □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

Virtual 

o 

- 

匯 

- 

- 

dts, ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS (5.1 ch) 

Virtual 

o 

- 

- 

- 

- 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM (Audio) 

Virtual 

o 

- 

- 

墨 

匯 

PCM 

し R 

AAC (5.1 ch) 

Virtual 

o 

- 

- 

匯 

匯 

AAC 

し C ， R，S し S R，LFE 

AAC にか） 

Virtual 

o 

- 

- 

匯 

- 

AAC 

し R 

Analog 

Virtual 

o 

- 

- 

墨 


ANALOG 


Multi Ch. 

Stereo 

Dolbv Surr. EX 

Dolbv Diqi ね I EX 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

Dolby D (5.1 ch) 

Dolby Digital 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C ， R ， SL ， SR，LFE 

Dolbv D (2ch) 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

〇 

ホ 

□□ DIGITAL 

UR 

Dolbv D にか Surr) 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

〇 

* 

□□ DIGITAL , □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

dts 

し C ， R，S し SR，LFE 

PCM (Audio) 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

〇 

* 

PCM 

UR 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 ch 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

AAC 

し C ， R，S し S R，LFE 

AAC にか） 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

〇 

* 

AAC 

UR 

Analog 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

〇 

* 

ANALOG 

国 


• Dolby Digital にか Surr ) :ドルビーサラウンド処理されたドルビー 

デジタ ル 2 ch 信号 

• * :サブウーファー他のスピーカーの Large / Small によってサブウー 

ファー出力は異なります。 


L/R : フ□ントスピーカー 
C :センター スピーカー 
SL/SR : サラウンドスピーカー 

S 目： サラウンドバックス ピーカー 
SubW :サブ ウーファースピーカー 
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その他の機能 


ここからの説明におけるリモコンの操作は、リモコンの動作モードを 
AMP (リモコンの表示部に AMP と表示されている）にした状態です。 
AMP モードにするにはリモコン上の AMP ボタンを一度巧して下さい。 


テレビオート機能 ( TV-AUTO ) 


本機をテレビと連動させて、自動的に電源を人れたり、スタンバイに 
する事ができます。テレビの電源を入れると本機の電源が入り、テレ 
ビの電源を切ると本機は日分後にスタンバイ(こなります。 

ブ•本機能を使う場合は、 OSD メニユーシステムの PREFERENCE にて 
TV-AUTO : ENABLE の設定を巧って下さい。 （19 ぺージ参照） 

么本機能を使用する場合必ずテレビ側の VI DEO (ビデオ)信号出力端子 
と本機のテレビ用 VIDEO (ビデオ)信号入力端子を接続して下さい。 

3. 電源 ON 状態からスタンバイになる動作は、本機の入力切り替えで 
TV を選択している場合にのみ有功です。 


•本機の主電源を切っている状態では、この機能は働きませ 
ん。主電源をいれた状態で使用してください。 

• STANDBY MODE (スタンバイモード）を ECCONOMY に設定 
している場合、この機能は働きません。本機能を使用する場 
合は STANDBY MODE を NORMAL に設定してください。 

•本機能は、 S-Video 入力端子にはタホ応しておりません。ご利 
用の際は必ず VIDEO 入力端子を使用して下さい。 


アツテネート機能 


アナ□グ信号人力を本機にて再生している場合、前面表示部内の PEAK 
が点のする場合があります。これは、本機の内部処理(こ対して入力信 
号レベルが大きすぎること意□末します。このとき、アツテネート機能 
によってアナ□グ人力信号レベルを減衰させることができます。 



へッドホンで聞く 


へ、ソドホンの標準ステレオジャックを PHONES 端子(こ接続します。 
接続するとスピーカーか6の出力は自動的に切れます。 

サラウンドモードは自動的(こステレオモード(こなります。 

サラウンドモードの切り替えは禁止されます。ただし S - DIRECT は選 
択巧能です。深夜のプライベートリスニングの際は、ヘッドホンの使 
用をお勧めします。 



A 警告 

へッドホンの音量が大きすぎると、耳を傷めることがありま 


す。音量が大きくならないようにま意してくださし、。 


V-OFF (ビデオ出力 OFF ) 機能 


この機能は、 PS 7300のを映像化力端子 ( Video 、 S - Video 、 〕ンポー 
ネントビデオ)の出力を停止します。これにより、ビデオ信号の内部処 
理を停止し、オーディオ系への不要な干渉を低減させます。 



ON/OFF A ご；>< ごド 

/ S . a 〇 〇 

〔口)コロ ロ 
ロロ ロ 

1Q2Q 3Q 

で 5 り 6 巧 r ご’ 

STEREO VIRTUAL DSP pty 

70809 O O 

巧巧 +1 巧 ^ 

INPUT T.MODE P.SCAN MUTE 

n 


7 -リモコンのンー OFF ボタンを押します。 


么ビデオ出力 On / Off を解除したし、場合は、再度これらのボタンを巧し 
ます。 


ごま意 

•本機能は映像信号用端子、 VCRIOUT 、 VCR 2 0 UT にタホして 
有効です。またビデオオフ状態が選択されていても OSD メ 
ニューを選択した場合はメニュー画面が出力されます。 


• 本機能は、アナ□グ入力が選択されている場合(こ有効です。 

•本機能は、を人カファンクション毎にメモリーされます。例えば、 
CD を選択し本機能を動作させ、他の人力に切り替えた後に、再び 
CD を選択した時に、本機能は有効(こなっています。 


7•本体あるいはリモコンの > A 7 T ボタンを巧します。 

本体前面表示部内の ATT が点灯し、動作状態を表示します。アナ □ 
グ入力信号レベルがおよそ半分に減衰されます。 

么アッテネート機能を解除したい場合は、再度 > Arr ボタンを巧します。 

ATT 表示が消えます。アナ□グ入力信号レベルがもと(こ戻ります。 


本体表示部モード 


本体前面表示部の表示動作モードを選択できます。 


入力表示モード： 
サラウンド表示モード： 
Auto Display Off : 

Display Off : 


選択した入力状態を表示します。 

選択したサラウンドモード状態を表示します。 
本機の操作をした場合に、5秒間表示した 
後消なします。 

常に消灯した状態です。 



ロロ。〇 

V-0FF _ EQ _ 7.1/6.1 IN SLEEP 

ロロ ロロ 


1020 3 C ( 

EX/ES CS1 【 M-CHS.V 

40 50 6〇、 

STEREO VIRTUAL 0$P pTY 

70809 O O 

巧巧"。り ^ 


7 -本体の D / SPLy !\ y ボタンまたはリモコ ン DISP ボタンを巧します。 

これ6のボタンを押す毎に、表示動作状態が順番に切り替わります。 

ごま意 

• Display Off 状態では、本体表示部内の DISP だけは識別の為点 
灯します。 
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入カモード切替 


デジタル入力を設定したファンクションを選んでいる場合、下の人 
カモードを一時的に切り替えることが巧能です。 


ビデオデッキに録画/録音する 

本機を操作してビデオデッキ等(こ録画をすることができます。このた 
め本機は VCR 1 OUT 端子、 VCR 2 OUT 端すを装備しております。 


Digital-Auto :デジタル信号が約1.日秒] U 上入力されない場合、自動 
的にアナ□グ信号入力へ切り替えます。 

Digital :デジタル人力に固定されます。 

Analog :アナ□グ入力(こ固定されます。 



捕郑目 A 。"の weRoff 

□ □ 〇 〇 I 

V-0FF _EQ 7.1 巧.1 1N SLEEP 

ロロ ロ/ 
ロロ づ口 J 

か。 

4Q 5Q 6Q r ご g 

STEREO VIRTUAL DSP rtv 

70809 O O 

巧巧で^ 

INPUT T.MODE P.SCAN MUTE 


7 -本体の yVD ボタンまたは リモコンの A / D ボタンを巧します。 

これ6のボタンを押す毎(こ、入カモードが順番に切り替わります。 

ごま意 

•ここで選択した入カモードはあくまで一時的な切替です。入 
カファンクションを切替えたり、スタンバイにした後は、 
OSD - MENU で設定した入力設定に戻ります。 


録音 • 録画をする 


カセットテ — y ^ CD - R . MD にアナログ信号で録音する 

本機を操作してカセットテープ、 CD - R 、 MD など(こ録音することがで 
きます。このため本機は TAPE OUT 端す、 CD - R/MD OUT 端子を装備 
してお LJ ます。 


例：現在 CD 入力にて CD を再生して聴きながら、 TAPE にアナログ録 
音をする場合。 

(既に接続例のようにアナログ信号も接続されている状態） 


7-本体もしくはリモコンの入カファンクション切り替えボタンを巧し 
て、 CD の入力を選択します。 



CHANNEL/SKIP TUNE /SEARCH — 

回回回因 

REC SPKRA/B ATT MULTI 

円 


の 

0 ^ 

0^ 


包 

CE ) 

( S ) 








2•カセッ トデッキの入力設定（レベル設定等）をおこない、録音スタン 
バイ状態にします。 

詳細はカセットデッキの取扱説明書をご覧下さい。 

义カセットデッキ録音状態にします。 

4- CD プレーヤーを再生します。 

録音が開始されます。 

ごま意 

•デジタル信号入力だけの接続の場合 、 TAPE OUT 、 CD - R/MD 
OUT 端子への出力が得られません。録音機能を使用する場合 
は、アナログ信号入力の接続も行って下さい。 

• TAPE OUT 端子 CD - R/MD OUT 端子には、常に本機が再生状 
態にある機器からの入力信号が出力されます。例えば DVD を 
選択して再生している場合、この端子には本機の DVD アナロ 
グ入力端子への入力信号が出力されます。 


例：現在 TV 入力を選択して、ビデオ テー プ レコー ダーに TV 入力信号を 
アナログ録画/録音をする場合。 

(既に接続例のようにアナログ信号も接続されている状態） 

7-本体の入カファンクション切り替えボタンを巧して、 TV の入力を選 
択します。 

么ビデオテープ レコー ダーの入力設定をおこない、録画スタンバイ状 
態にします。 

詳細はビデオテープレコーダーの取扱説明書をご覧下さい。 

义ビデオテープレコーダーを録画状態にします。 

録画/録音が開始されます。 


•デジタル信号だけの接続の場合、 VCR 10 UT 、 VCR 20 UT 端 
子の出力が得られません。録音機能を使用する場合は、アナ 
ログ信号の接続も行って下さい。 

• VC 民1 OUT 端子(音声 L / R 、 VIDEO 、 S - VIDEO ) 、 VC 民2 OUT 
端子(音声 L / R 、 VIDEO 、 S - VIDEO )、 この端子には、常に本 
機が再生状態にある機器からの入力信号が出力されます。例 
えば、 TV を選択して再生している場合、この端子には本機の 
TV ( VIDEO . S - VIDEO 、 アナログ音声)入力端子への信号が 
出力されます。 

•また Video 信号入力から S - Video 信号出力への変換、および逆 
の S - Video 信号入力から Video 信号出力への変換は行いませ 
ん。必ず同一の入出力にてご使用下さい。 

CD-Rs M D などにデジタル信号で録音する 

本機はデジタル録音用の DIGITAL OUT 端子としてピンプラグ 
( COAXIAL ) 形式と光形式 ( OPT に AL ) を装備しております。 

デジタル化力端子には入カファンクション選択ボタンじて選んだ機器か 
6のデジタル信号入力が出力されます。選択した入カファンクション 
じ、デジタル信号入力の設定をされていない場合は、化力されません。 

例：現在 DVD : DIG 5 入力にて CD を再生して聴きながら、 MD にデジタ 
ル録音をする場合。 

(既に接続例のようにデジタル信号が接続されている状態） 


7•本体の入カファンクション切り替えボタン （ DVD ) を巧して、 DVD を 
選択します。 

既に D に.日は DVD に設定済みとします。 



CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH 

因同回回 

REC SPKRA/B ATT MULTI 

WWW 円 


の 



( S ) 

C ™) 



C ^) 




&J 


LEARNING REMOTE CONTROLLER 


么 CD - R または MD プレーヤーのデジタル入力設定を巧い、録音スタン 
バイ状態（シンクロ REC 等）にします。 

詳細は、 CD - R または MD プレーヤーの取り扱い説明書をご覧下さい。 

又 DVD プレーヤーを再生します。 

録音が開始されます。 
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映画館ではフ□ント L / R およびセンタースピーカーがスクリーンの後 
ろにあるため、通常の映画ソフトはスクリーンでの減衰を見} A んで高 
域を強調して録音されています。そのため家庭でこのようなソフトを 
再生した場合、映画館とは異なった信号特性となってしまいます。 

本機では、映画館とホームシアターとの差異を補正する HT-EQ (ホーム 
シアター.イコライザー）を搭載し、映画館と同等特性の再生をご家庭 
でお楽しみいただけます 

この機能はサラウンドモードが AUTO 、 DOLBY 、 DTS 、 EX / ES 、 
PRO LOGIC I . Neo 6 および STEREO のときに使用できます。 




◎ ◎易© ◎ 


煩親 ] よ ^ 


T 


T 


7- リモコンの E0 ザ ’ タンを巧します。 

本体前面表示部の EQ が点灯し、ホームシアターイコライザーが働き 
ます。 

2. この機能を解除するには、再度リモコ ンの EQ ザ ‘ タンを押します。 

本体前面表示部の EQ が消灯し、ホームシアターイコライザーが解除 
されます。 


本機はフ□ント L/R スピカーに対し、スピー カー システム A とスピー 
力ー システム目の切り 替えが巧能です。本体もしくはリモコンの SPK /? 
A のボタンを 押して切り替えます。 

このボタンを巧す毎にが下のように切り替わります。 

スピーカ ー A ースピーカ ー B ースピーカー A + B ースピーカーオフースピーカ ー A 一 


マルチチャンネル SACD プレー七一や DVD - Audio プレーヤーなどのマ 
ルチチャンネル信号(こ対応するための 7. 1 ch 分の外部人力端子が搭載さ 
れています。本入力への信号は内部サラウンド処理をバイパスしてボ 
リュームコント□ールを通過した後、プリアウトおよび内部アンプに 
人力されます。 （ SubW 人力はプリアウトのみ） 

本機能はビデオ信号をラストメモリーとして働きます。 

7 -ご希望のビデオソースを入力しているファンクションを本体または 
リモコンで選択します。 

么本体またはリモコンの 7.1CH-IN ボタンを押します。 


么 



么 


祝唯ぶ± ON ド。…" 0" 

ロロ。。 

V-OFF EQ 7.1/6.1 IN SLEEP 

ロロロロ 

AUDIO ANGLE ゾ UBTITLE A/D 

u ロ ロ 

4 り 5Q 6 巧’皆 

STEREO VIRTUAL DSP pTV 

70809 O O 

S-OIRECT S 抓 Ft. MODE NIGHT MEMO 

CLQO びり o 

^NPUT^ T.MOD^ PJC^ JflUTE^ 


もし 7.1 CH - INPUT のをチヤンネルの音量バランスを調整したい場 
合は SETUP MENU の "7.1CH. INPUT LEVEL" を選択して、調整し 
てください。（参照22ページ） 

3• 本体のン OLL/Mf ツマミを回すか、リモコンのン OLU )、（▼) ボタン 
を押して、全体の音量をお好みのレベルに合わせてください。 

4.7.1CH-INPUT を解除する場合は、本体またはリモコンの 7. 7 CH-IN 
ボタンを巧します。 

ごま意 

• 7.1 CH - INPUT を選択している場合、サラウンドモードは選 
択できません。 7.1 CH — INPUT を選択している場合、録音出 
力端子には信号は出ません。 


お手持ちのシステム(こあわせて選択してください。 


'SETUP EXIT \ \ 

〇己ろ〇 

CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH \ 

回屈回因 

_REC/ SPKRA/B V ATT MULTI 

CZ (の)!]回 


J 



ごま意 

•へッドフオンを使用している場合はこれらの切り替えはでき 
ません。 


7.1 CH - INPUT 機能が不要の場合、本人力端子の FRONT L / R 人力を 
AUX 2 端子としても使用可能です。この場合、他のオーディオ入力端 
子 ( CDJUNER など）と同様にサラウンドモードの選択、卜ーンコント 
□-ル、 Tape - Out 、 VCR - out などを機能させることができます。 

7- 本体もしくはリモコンの y:\UX2 ボタンを押して AUX2 を選択します。 




AUX2 入力 


スピーカー A/B 切り替え 



HT-EQ ホー ムシ アター イコライザー 


7.1CH INPUT 


な呂器 0 ろ iOC 
WQIQJ 口 oiQOOC 
A-© かか阿巧 c 

8 C 
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マルチルームシステム機能 


本機に接続された機器を使って別室用アンプ(マランツ SM 6100など） 
を組み合せて、本機を置いてある部屋とは別の部屋で音楽や映画鑑賞 
をすることができます。 

15ページのように本機背面パネルのマルチルームシステム用 AUDIO 
出力端子 ( L / R ) を別室のパワーアンプに接続します。 

必要に応じてマルチルームシステム用 VIDEO 出力端子を別室の TV など 
(こ接続して下さい。 

本機はこれ6の出力用に独立した入カセレクターを内蔵しておりま 
す。よって、別室では異なる人カファンクションを選んで再生ができ 
ます。また音量調整なども独立しておこなえます。 



7-本体もしくはリモコンの ML / LTV ザ’タンを押します。 

本体前面ディスプレイに 、 "SELECT SOURCE " と表示され MULTI 
が点滅を開始します。マルチルーム機能設定状態(こなりました。 


MULTI ROOM 

MULTI ROOM 

: OFF 

VI DEO 

DVD 

AUDIO 

DVD 

VOLUME SETUP 

VARIABLE 

VOLUME LEVEL 

-90 dB 

SLEEP TIMER 

OFF 

----MAIN-ROOM 

STATUS---- 

V1 DEO:DVD y 

VUDIO:DVD 

MAIN 

EXIT 


么別室で再生したい入カファンクションを本体の入カファンクション 
切り替えボタン、またはリモコンの入力選択ボタンで選択します。 

選択した入力が本体前面ディスプレイに表示されます。本体前面 
ディスプレイの表示が" MULTI VOL " とかわります。 

3•別室での再生音量を、本体のン OLL / ME ダ*/ヤノ仁を回すか、リモコン 
の VOL UP 、 00 WA / ボタンを押して調整します。 

M - V 0 L XX d 目と設定値が表示されます。 

4•マルチルーム機能用のスリープタイマーを設定したい場合は、本体 
もしくはリモコンの SLEEP ボタンで設定します。 

設定手順は前述のスリープタイマーの項と同じです。 

5-数秒後マルチルーム機能設定モードが終了します。 

本体前面ディスプレイの MULTI が点滅か6点のに替わります。他は 
通常動作表示にもどります。 

6 .本機能を解除する場合は、本体もしくはリモコンの ML / L 7 V ボタンを 
巧します。 

本体前面ディスプレイの MULTI が消のします。 
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ン操作 


マランツ製機器のリモコン操作 _ 

本リモコンは、初期設定状態にてマランツ製品の基本操作ができるよ 
う(こなっています。 

7-希望する機器のファンクションボタンを巧してリモコンの動作モー 
ドをミ夫定します。 

2•希望する操作ボタンを巧します。 

. 各機器の操作の詳細は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

• 機器によっては、本機のリモコンにて操作できないものもあ 
ります。 

DVD モード 


SETUP EXIT 

〇 a ろ〇 
茵凶回屆 

_REC SPKRA/B ATT MULTI 

回间因回 


(GD 



1 \ (^NEM 

GD 


i \\® 


(S) 


MG REMOTE CONTI 


O Oa O 

CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH 

茵回届 

REC SPKRA/B ATT_ MULTI 

田田回日 


い O 



® ] 1 

\ W 

GD 


® / / / 

\ 八透) 

(3^ 


硬>ノ/ / 


■夏 

EARNING REMOTE CONTROLLER 
RC 7300 SR 


CD モード 



な猫目生 … r 

ロロ 〇。 

V-0FF EQ 7.1/6.1 IN SLEEP 

ロロ ロロ 

AUDIO ANGLE SUBTITLE A/D 

ロロ ロロ 

1〇 2〇 3 Q 

4；^ 5Q 6Q 

STEREO VIRTUAL DSP pTV 

70809 O O 

巧巧。り逆 

INPUT T.MODE P.SCAN MUTE 
0000 



o 

SSQS 

REC SPKRA/B ATT MULTI 

回田回日 


い® 



の） 

U 

CE ) 


& 

\ \\® 



&J 


MG REMOTE CONTI 


CDR モ ー K 


POWER ON/OFF 

DVD プレーヤーの電源オン、スタン 
バィ 

POWER ON 

DVD プレーヤーの電源オン 

POWER OFF 

DVD プレーヤーのスタンバイ 

A (EJECT) 

トレイの開閉 

AUDIO 

音声選が 

ANGLE 

アングル選が 

SUBTITLE 

字幕選が 

0-9 

数字の入力 

DISP 

画面表示のオン、オフ 

F-DIR/SEAR 

サーチのトラック、タイトル切り 
替え 

CL 

各種入力の取り消し 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

TOP MENU 

DVD のトップメニュー表示 

MENU/OSD 

DVD ディスクのメニュー呼び出し 

力ーソール 

メニュー等での力ーソール移動 

OK 

メニュー等での選択の確を 

SETUP 

DVD プレーヤーの初期設を画面呼 
び出し 

’◄◄/►►I (SKIP) 

前方または後方のチャプタ ー/ 卜 
ラックへの移動 

(SCAN) 

前方または後方へのスキャン 

II (PAUSE) 

時停止 

■ (STOP) 

停止 

► (PLAY) 

再生 


POWER ON/OFF 

CD プレーヤーの電源オン、スタン 
バィ 

POWER ON 

CD プレーヤーの電源オン 

POWER OFF 

CD プレーヤーのスタンバイ 

A (EJECT) 

トレイの開閉 

0-9 

数字の入力 

DISP 

CD テキスト等のスクロール 

CL 

を種入力の取り消し 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

DECK A,B 

CD チェンジャーなどのディスク変更 

’◄◄/►►I (SKIP) 

前方または後方のチャプタ ー/ 卜 
ラックへの移動 

(SCAN) 

前方または後方へのスキャン 

II (PAUSE) 

-時停止 

■ (STOP) 

停止 

► (PLAY) 

再生 


POWER ON/OFF 

CDR プレーヤーの電源オン、スタ 
ンバイ 

POWER ON 

CDR プレーヤーの電源オン 

POWER OFF 

CDR プレーヤーのスタンバイ 

A (EJECT) 

トレイの開閉 

0-9 

数字の入力 

DISP 

CD テキスト等のスクロール 

CL 

各種入力の取り消し 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

’◄◄/►►I (SKIP) 

前方または後方のチャプタ ー/ 卜 
ラックへの移動 

(SCAN) 

前方または後方へのスキャン 

• (REC) 

録音 

II (PAUSE) 

-時停止 

■ (STOP) 

停止 

► (PLAY) 

再生 




w ろ田 &jor>oioio®o 

のろ nc ろ巧 9 巧 io □ 〇圓雌 I 

阜百口 001 oj ひ空百白 
iin 百 0000 la っ ^^" 

P 1 4 7 化 



ぶ 

励恥- 


石亭 sjQ ろ iQio @ sl _ 

の - OS 百 oiQQPio nin か 

]] -百□晒 


ろ首 □oolq 

= 百 □inosiopi 
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MD モード 


TAPE (みセツトデッキ)モード 



POWER ON/OFF 

MD プレーヤーの電源オン、スタン 
バィ 

POWER ON 

MD プレーヤーの電源オン 

POWER OFF 

MD プレーヤーのスタンバイ 

A (EJECT) 

トレイの開閉 

0-9 

数字の入力 

DISP 

CD テキスト等のスクロール 

CL 

各種入力の取り消し 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

1 ◄◄/ ►w(SKIP) 

前方または後方のチャプタ ー/ 卜 
ラックへの移動 

(SCAN) 

前方または後方へのスキャン 

♦ (REC) 

録音 

II (PAUSE) 

-時停止 

■ (STOP) 

停止 

► (PLAY) 

再生 




吊郑ぶ 生 ぶ W … off 
コ □ 〇 〇 

V-0FF EQ 7.1 化 1 1N SLEEP 

コロ ロロ 

AUDIO ANGLE SUBTITLE _A/D — 

コロ ロロ 

^0 2 些 3 呼 DISP /RDS 

乃 5 。 6Q F ^， 



POWER ON/OFF 

カセットデッキの電源オン、スタ 
ンバイ 

POWER ON 

カセットデッキの電源オン 

POWER OFF 

カセットデッキのスタンバイ 

A (EJECT) 

テープの取り出し 

0-9 

数字の入力 

CL 

各種入力の取り消し 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

DECK A， 巳 

ダブルデッキの場合の A.B 選が 

◄ ► (DIRECTION) 

テープの走行方向選が 

1 ◄◄/ ►►i(SKIP) 

前方または後方のチャプタ ー/ 卜 
ラックへの移動 

(SCAN) 

前方または後方へのスキャン 

♦ (REC) 

録音 

II (PAUSE) 

-時停止 

■ (STOP) 

停止 

► (PLAY) 

再生 


TUNER モード 


狼,'-? 

就(網と °{OWERoff 

□ □ 〇 〇 
V-0FF EQ 7.1/6.1 IN SLEEP 

ロロ ロロ 

AUDIO ANGLE SUBTITLE A/D 

n n n □ 

.1 り 2Q 3Q ：°^ 

で 5Q 6 りお’ 

STEREO VIRTUAL DSP ' otv 

70809 0 ;O 

■ S - ぷぶレ％ SURR.MODE # < mfmO 

:り;。〇";|〇 O 

INPUT • -：.•!：；•；? - P.SCAN MUTE 
0000 


) □个 □( 


MEMO 

プリセットメモリ-などの番号登録 

CLEAR 

メモリーや入力の消去 

0-9 

周波数やナンバーなどの数字入力 

F.DIRECT 

放送局の周波数を直接入力しての 
選局 

CHANNEUSKIP 

登録した放送局の選が 

TUNE/SEARCH 

選局 

T-MODE 

受信モード(ステレオまたはモノラ 
ル)モードの選が 

P.SCAN 

プリセットスキャン開始 


ミの 


u 田ろ〇 

CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH 

回回回回 

REC SPKRA/B ATT MULTI 

広)伍)田曰 


(の 



® ) 

、い趣) 




\\\® 



&1 / / 


NG REMOTE CONTROLLE 
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本リ モコンのラーニン グ モー ドを使って、お手持ちのリ モコンのコー 

ドを学習-記憶させることができます。 

• ホ外線方式のリモコンであれば、ほとんどの A / V 機器のコードを 
ラーニング(学習）できます。 

• をファンクションごとのをボタンに学習巧能です。ラーニングしな 
かった部分は、もともと人っているマランツ用のリモコンコードが 
化力されます。 

こま意 

• AMP ファンクションにはラーニングさせることはできませ 
ん。また各ファンクションボタン （ TV ， DVD, VC 民 1 ， DSS, 
TUNER, CD, CDR, MD, TAPE, AUXl, AUX2, AMP ) にはラー 
ニングさせることはできません。 

ラーニング方法 

例）本リモコンの DSS ファンクションにお手持ちのリモコンコードを 
ラーニングする場合。 

7-本リモコンの受光部とお手持ちのリモコンの送信部を 5 cm ほど離し 
てまっすぐに置きます。 



2-本リモコンの表示部に LEARN と表示されるまで （ LEARN モード） 
T.MODE ボタンと MEMO ザ’タンを同時に巧し続けます。 


S-DIBECT SUM. MODE NIGHT MEMO 

のの"の O 

顯鳴 


ILEARNI- 


細 Rl\l 


3 •ラーニングを希望するファンクションのボタン（ここでは DSS ) を巧 
します。表示部にファンクション名 （ DSS ) が表示され、 LEARN 表示 
が点滅します。 



ILEARNI- 


'、瓶 


4.ラーニングしたいボタンを巧します。表示部の LEARN が点灯にかわ 
り、 リモコンコー ド受信可能状態になります。 


5•本リモコンの表示部に OK と表示されるまで、受光部にむけて、お手 
持ちのリモコンのラーニングさせたいボタンを巧し続けます。 

• 表示部に NG と表示された場合は、もう一度希望するボタンを選択し 
て、 LEARN 表示を点灯状態じさせて上記操作をおこなってください。 

• 表示部に FULL と表示された場合、本リモコンのメモリーがいっぱい 
になっております。不要なボタンの学習を消去して再度ラーニングを 
おこなって下さい。 

6.同じファンクシヨンの他のボタンにラーニングさせる場合は、上記 
手順 4 から 6 を繰り返してください。 

ス違うファンクションのボタンにラーニングさせる場合は、上記手順 
3 から 6 を繰り返してください。 


公-ラーニングが完了したら、 OK ボタンを巧し続けて表示部に USE を表 
示させてください （ USE モード）。 






下 
丄 1 

画 

'55 


が上でラーニング作業は終了です。 

ごま意 

• 手順 5 にて表示部に再 SNG が表示される場合は、お手持ちの 
リモコン 仕様が 本リモコンのラーニン グが象 外と なっ ている 
場合がありますので、ご了承く ださい。 

• LEARN モード状態でおよそ 1 分間なにも操作をしなかった場 
合、自動的に USE モードに切り替わります。 


ラーニングしたリモコンコードの消ま 

参ボタンごとの消去方ま 

学習させたボタンを1つずつ消去させる場合は] U 下の手順にておこ 
なってください。 


7•本リモコンの表示部に LEARN と表示されるまで （ LEARN モード) 
T.MODE ボタンと ル/ EMO ボタンを同時に巧し続けます。 

S-DIRECT SUM. MODE NIGHT MEMO 

C り 0 びり 9 


感 e! 


ILEARNI- 


lERRN 


么ラーニングを消去したいファンクションのボタン（ここでは DSS ) を 
押します。表示部にファンクション名（ここでは DSS ) が表示され、 
LEARN 表示が点滅します。 




3. CL ； がタンを押しながら、ラーニングを消去したいボタン2回押します。 

表示部に CLR と表示され、選択したボタンの〕ードが消去されます。 
CLR が表示が約3秒間表示されたのち LEARN モードに戻ります。 
他のボタンを消去したい場合は上記手順を繰り返して下さい。 



4. 消去作業を完了したら、 OK ボタンを巧し続けて表示部に USE を表示 
させてください （ USE モード）。 


WWW 

STEREO VIRTUAL DSP pTV 

7080 9〇 〇 

- 〜 •" ， SURR. U 帆 E NIGHT MCMn 

。〇"り〇 
T.MODE IQaH mute 

0/^0 


違 




ILEARNI 

[1_口 



ラーニング(学習)機能 


8 國 


>0ろ复 
>〇玄 I 

)1 登00〔 

)lopc 
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> ファンクションごとの消去方ま 

学習させたボタンをファンクション毎に全て消去させる場合はじ(下 
の手順(こておこなつてください。 


) 全てのラーニンクの消去方ま 

学習させたボタン全てを消去させる場合は]:>(下の手順にておこなつ 
てください。 


7• 本リモコンの表示部に LEARN と表示されるまで （ LEARN モード） 
T.MOD 巨ボタンと MEMO ザ ’ タンを同時に巧し続けます。 


CL! 叩"巧,巧 

INPUT T.MODE P.SCAN 、巧. 

— —)0 だ？ 


醜陰 


方 — 

ILEARNI - 


が円が、1 


7• 本リモコンの表示部に LEARN と表示されるまで （ LEARN モード ) 
T.MOD 巨ボタンと MEMO ザ ’ タンを同時に巧し続けます。 





2- CL ザ ’ タンを巧しながら、ラーニングを消去したいファンクションボ 
タン 2 回巧します。表示部に F-CLR と点滅表示されます。 


么 CL ボタンを押しながら 、 POWER ON ボタンと POWER OFF ボタ ン 
を同時に押します。表示部に A-CLR と点滅表示されます。 


W W / 

巧の DE +10 巧ろ 

'巧。 T.MODE P.SCAN MUTE 
/> 〇 〇 〇 

isel 



〇田ろ 5 

CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH 

回回回回 

REC SPXRA/B ATT MULTI 



(GD 


C™i) 

\\ C™) 


(S) 

\\\@ 


〇公） 


ILEARNI 


-HR 


えここで消去作業を確定する場合は OK ボタンを巧して下さい。消去作 
業をキャンセルする場合は 0K ボタンながのボタンを巧 して下さい。 

•消去作業を確定した場合、約3秒間 F - CLR が点の表示にかわり、消 
去作業が終了します。 

• 消去作業を完了もしくはキャンセルした場合、 LEARN モードにもど 
LJ ます。 


ILEARNI 


甘 R 


3• ここで消去作業を確定する場合は 0/0 がタンを巧して下さい。消去作 
業をキャンセルする場合は 0K ボタンががのボタンを挪 して下さい。 

•消去作業を確定した場合、約3秒間 A - CLR が点灯表示にかわり、消 
去作業が終了します。 

• 消去作業を完了もしくはキャンセルした場合、 LEARN モード(こもど 
LJ ます。 






ILEARNI- 


し 


印が、! 


4. 0K ボタンを巧し続けて表示部に USE を表示させてください （USE 
モード）。 


4. 0K ボタンを巧し続けて表示部に USE を表示させてください （USE 
モ — ド)。 

ごま意 

•全てのボタンのラーニング消去をおこなった場合、各ボタン 
の リモコンコー ド設定は出荷時のの状態となります。 



-て I マ- 

ILEARNI — 

イ I の -/ n/w 
しし / II 、い I 



强 9 巧ろ ipiO 呂口 

古己〇谷 Oid ひ！〇〇日 

= 吕 oopppcgp 
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マクロ機能 


一連の連続したボタン操作をファンクションボタンを押すことで可能 
(—するネ幾肯ピでザ 

10◎の連続したボタン操作を、ファンクションボタン毎にプ□グラム 
することができます。 

例えば次のように速続動作させることができます。 

アンプの電源を ON にする 

i 

フアンクションを DVD にする 

i 

サラウンドモードを VIRTUAL にする 

i 

DVD プレーヤーの電源を ON にする 

i 

DVD プレーヤをプレイさせる 

この一速の動作を本機リモコンのファンクションボタンを押すことで 
おこないます。 

これ6の連続したボタン操作は、ファンクションボタン （ TV ， DVD , 
VCR 1, DSS ， TUNER ， CD ， CDR ， MD ， TAPE ， AUX 1, AUX 2, AMP ) (こ 
プ□グラムする必要があります。この場合、本機をマク□プ□グラム 
モードに設定してプ□グラミングを巧います。 


4•マクロプログラムが完了したら、 OK ボタンを 3秒な上巧し続けて、 
表示部に USE を表示させてください （ USE モード状態）。 



な上でマクロプログラム作業は終了です。 

ごま意 

•マクロモードでのファンクシヨン操作は複数回記憶できます。 

• AMP ボタンな外の DVD 、 CD 、 TV 等11種類のボタンのうち、 
最初に記憶させたファンクションだけが本機から送信されま 
す。これは、アンプの入力が切り替わるのを防ぐためです。 

• 1つのマクロボタンの中では複数回のアンプの入力切り替えは 
できません。 


マクロプログラムの確認 

上記マク□プ□グラム(こよって設定した一連の動作を1ステップづつ 
確認することができます。 


マクロのプログラム方法 


7•本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラム 
状態） r . MODE ザ‘タンと MENU ボタ ンを同時に巧し続けます。 


LEARN と MACRO が点滅します。 


2-マクロプログラムを希望するファンクシヨンのボタン（ここでは 
DVD ) を押します。 

表示部にマク□プ□グラムをおこなうファンクシヨン名(ここでは DVD 
一 M ) が点の表示され、 LEARN および MACRO 表示が点滅します。 


方 ——^ 1 ^— 
ILEARNI - [MACRO]- 

イ〇 1 の厂 nn 
I II /しいし/ 


皆を g ろ 




方 —— ^ 1 ^— 
ILEARNI - [MACRO]- 

/巧/\ T// l/s>' 
丄ル 丄 1—1 I 


• 選択したファンクション毎(こ iU 下のような表示がされます。 

TV - M , DVD - M , VCR - M , DSS - M , TUN - M , CD - M , CDR - M , MD - M , 
TAP - M , AX 1- M , AX 2- M , AMP-M 

• すでにマク□がプ□グラムされているファンクションを選択した場 
合は、そのファンクションをが点滅表示されます。 

又一連の操作を順番に入力します。 

•例えば DVD の PLAY を入れる場合、 DVD ボタンを押して、 PLAY ボ 
タンを押します 



• ボタンを押す毎(こそのマク□プ□グラムのステップ数が表示部(こ現 
れます。（例： DVD -1 — DVD -2 — DVD -3 — .…. DVD -0) 

• をファンクションボタン(こそれぞれ10ステップの操作がプ□グラ 
ム可能です。 

• 但しマク□プ□グラムには MEMO , VOLA , VOLT , CL , 力ーソル ， OK 
などのボタン操作はプ□グラムできません。 


7•本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラム 
状態） r . MODE ザ’タンと MENU ボタ ンを同時に巧し続けます。 

LEARN と MACRO が点滅します。 


SDIRECT SURR.M0DE NIGHT MFUn 
り。〇"。〇 〇 



——^1^— 
- ILEARNI - IMACR01- 

イ oi の广 nn 
I II //_/ W— / 


么確認したいマクロプログラムのあるファンクションのボタン（ここで 
は DVD ) を巧します。 


表示部にマク□プ□グラムをおこなうファンクションを（ここでは 
DVD — M ) 、 LEARN および MACRO 表示が点滅します。 


\ 1( の龄 

之 

奇 II 

い破 


の 1 

\ \\cS)C5^) 


の川 

\\ m ——j 1 


——— 

- IMACR01 — 

/でり T// I/向 
丄ル 丄 1—1 I 



えン0/_^；：/^’タンを押します。プログラムされているステップ1のリモ 
コンコードが送信されます。 

ステップ表示が1(こなりにこでは DVD - 1儿 EARN 表示が消えて、 
MACRO 表示だけが点滅します。 


0000 




4. VOLA ザ’タンを押す毎に次のステップのリモコンコードが送信され 
ます。 

これを繰り返しをステップじプ□グラムされたリモコンコードを確 
認できます。 

5•プログラムされた最終ステップを確認した後、1のマクロプログラ 
ム状態に戻ります。 

• 再度、確認作業をおこないたい場合は2か6の操作をおこなって下 
さい。 

•通常状態(こ戻りたい場合は、 0 K ボタンを3秒 iU 上押し続けて、表示 
部(こ USE を表示させてください （ USE モード状態） 
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マクロプログラムの変更 

設定し終わったマク□プ□グラムを変更することができます。 


マクロ モードで機器を操作する 

ファンクション(こプ□グラムしたマク□を実行します。 


7 •本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラム 
状態） r . MODE ボタンと MEA / L / がタンを同時に巧し続けます。 

LEARN と MACRO が点滅します。 




方- ^1^— 

ILEARNI - rMACROl- 

ん、 I 因厂幻、1つ 
I II /しい/」 


么変更したいファンクションボタンにこでは DVD ) を巧します。 

表示部にマク□プ□グラムをおこなうファンクションを（ここでは 
DVD — M) 、 LEARN および MACRO 表示が点滅します。 

プ□グラムされていない場合はファンクションを（ここでは DVD — 
M ) が点な表示され、マク□のプ□グラム状態(こなります。 



之 

奇 II 

いが:] D 


の 1 



@ノ / 

\ \ nmaMvanlz / / 


嘗が^ 


え力ーソノレボタン（ん ▼) を押します。巧す毎にプログラムされている 
ステップが変わります。 

力ーソル UPC 4) ボタンを押すとステップ番号が増加し、力ーソル 
DOWN (▼) ボタンを押すとステ、ソプ番号が減ります。この操作で変 
更したいステップを選択します。 

• 上書きで変更をする場合 

変更したいステップで新しく記憶させるボタンを押します。 

前(こプ□グラムされていた内容が消去され、書き替わります。 

• プログラムのステップ間に別の操作を挿入する場合 

i ： i 下の手順でおこないます。 

( a ) 手順3の操作の後、 MEMO ボタンを巧してから、新しく記憶さ 
せるボタンを押します。 

今まであったプ□グラムは次のステップに順々(こ繰り下げ6れ 
ます。10ステップ上はプ□グラムできないので、10番目の 
プ□グラムは消去されます。 

( b ) プログラムの一部を消去したい場合は、手順3の操作を巧って 
消去したいステップを出し、 CL ザ’タンを押します。 


4. OK ザ’タンを一度押すと1の状態に戻ります。 

5. 通常状態に戻りたい場合は、 OK ボタンを3秒な上巧し続けて、表示 
部に USE を表示させてください （ USE モード状態） 

ごま意 

.プログラムの変更中ボタンが押されずに放置されたときは、 
約1かでマクロにする前のモードに戻ります。 

• この時のマクロのプログラム変更は記憶されません。 


7 -プログラムを実巧したいファンクションボタンを3秒間押します。 

么 LCD 表示部に MACRO の表示(約1秒）された後、プログラムされた 
リモコンコードが順次送信され、 LCD 表示部にステップ数が表示さ 
れていきます。 




プ□グラムがされていない時は、ボタンを押しても受け付けません。 

3. プログラムの送信が終わると、本機のリモコンは AMP モードの状 
態に戻ります。 


マクロプログラムの例 
例 1. CD ボタンへのマクロプログラム 

アンプのファンクションを CD に切り替えて CD のトラック N 0.3をプレ 
イする。 

7•本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラム 
状態） T.MODE ボタンと MENU ボタン を同時に巧し続けます。 

LEARN と MACRO が点滅します。 


2- CD ザ’タンを押します。 

表示部に CD — M と点の表示され、 LEARN および MACRO 表示が点 
滅します。 
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3. CD ボタン、「3」ボタン、 PM / ザ’タンを順に押します。 


1520ぶ； 

EX/ES CS シー け F 

の5む (2 口 
7080 9〇ろ 
: 巧 ,。^^ 

INPUT T.M00E P.SCAN MUTE 
0000 
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4 •マクロのプログラムが終了たら、0/0がタンを3秒が上押し続けて、 
表示部に USE を表示させてください。 （ USE モード状態） 



例1でプログラムしたマクロを実行します。 

7- CD ボタンを3秒間巧します。プログラムが順次送信されます。 

LCD 表示部には、プ□グラムのステップが順に表示されます。 


/ SETUP EXIT \ 

〇田ろ〇 

CHANNEL/SKIP TUNE/SEARCH 

同回回回 

REC_ SPKRA/B ATT MULTI 

田田回日 



0^ 

@ 11 



の 11 



@ノ// 



例 2. DVD ボタンへのマクロプログラム 

アンプの電源を ON にするーアンプのファンクションを DVD にするーサ 
ラウンドモードを VIRTUAL にする一 DVD プレーヤをプレイにする。 

7•本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラ 
ム状態） r ./ WODE ボタンと MEA / L / ボタンを同時に巧し続けます。 

LEARN と MACRO が点滅します。 



么 EM / D ボタンを巧します。 

表示部に DVD -M と点灯表示され、 LEARN および MACRO 表示が点 
滅します。 



-VI 方—— 

ILEARNI - [MACRO]- 

/了1 り 'V TK I / 冷' 
丄ル 丄 l—l I 


3. (Damp (2) power on 一 (3)dvd (4) amp 一 （ 5) virtual 

一 (6 )DVD ^ ( VJPLAV のボタンを順に巧します。 


I でぶ晋 ±。/護政 
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75 p ろろ 

CL: をた;で輯 

iNiVr /ち 1.ode "can 

REC SPKRA/B 

田回 


諭 


’。(1)(4】 




4. マクロのプログラムが終了たら、 0/ C ボタンを3秒な上巧し続け 
て、表示部に USE を表示させてください。 （ USE モード状態） 



例2でプログラムしたマクロを実行します。 

7- EM / D がタンを3秒間巧します。 

プ□グラムが順次送信されます。 

LCD 表示部には、プ□グラムのステップが順に表示されます。 


/ SETUP EXIT \ 

〇凸ろ〇 
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LEARNING REMOTE CONTROLLER 



このマク □ を実行したときには、ファンクシヨン操作の AMP * 、 
DVD * の箇所ではリモコンの動作モードが切り替わるだけで、信号 
は送6れず、アンプのファンクションは変化しません。 


マクロプログラムの消去 

ファンクションボタンに記憶したプ□グラムを消去します。 


7•本リモコンの表示部に MACRO と表示されるまで（マクロプログラム 
状態) r . MODE ボタンと MEA / a ボタンを同時に3秒な上巧し続けます。 

LEARN と MACRO が点滅します。 



——^1^— 
- IMACR01 — 

ん I /の/一 幻 n 
III /しいし/ 



么 CL ボタンを巧した まま消去したいマクロプログラムが設定された 
ファンクションボタン（例 DVD ) を3秒間巧します。 

LCD 表示部 A に DVDCL が点滅表示されます。 


を g ろ 
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P.SCAN MUTE 
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ILEARNI IMACROI 

Til / 77厂/ 
丄ル 丄/しし 


T 


又消去するときには、 0 K ； がタンを一度押します。消去をやめるとき 
は、 0 K ががのザ’タンを巧します。 



广 VI 方—— vi ^- 
- ILEARNI - IMACROI- 

ん I /の广の1/つ 
I II /しいし/ 


4.作業が終了たら、 OK ボタンを3秒な上押し続けて、表示部に USE を 
表示させてください。 （ USE モード状態） 
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マクロ動作の送信間隔の設定 

お使いの機器じよっては、マク□プ□グラムの実行のをステップ間に 
十分な時間を必要とする場合があります。その為、この送信間隔の調 
整ができます。 

7.本リモコンの表示部に SETUP と表示されるまで（セットアップ状獻 
r . MODE ボタンと SE 7 X / P ボタンを同時に3秒が上巧し続けます。 

LEARN と MACRO の表示は消えます。 



么表示が SETUP から MCR XX に変わるのを確認して下さい。 （ XX は 
送信間隔時間を表しています） 


ITR 117/ 


3•カー ソルボ タン (◄ ， ►) ボタンを巧すと、送信間隔時間を変更できま 
す。 

この時間は 0. 日秒か6日秒の間で 0.5 秒間隔で設定巧能です。 
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故障かな？と思ったときは 


症 状 

原 因 

処 置 

本機の電源が入らない。 

電源コードが抜けている。 

電源コードを正しく接続してください。 

本機の電源が入っているが、峡像や 
音声が化ない。 

ミュート機能がオンになっている。 

リモコンを使ってミュート機能を解除してください。 

本機への各種ケーブルの接統が正し < ない。 

「各機器との接続」の章を参考に、正し<接続して<ださい。 

音量調整が最ルになっている。 

音量を適当な位置に調整して<ださい。 

選択した入カソースの機器が間違っている。 

正しいソースを選択してください。 

選択した機器からの音声や峡像が化 
ない。 

本機への入カケーブルが正し<接続されていない。 

「各機器との接続」の章を参考に、正し<接続して<ださい。 

全てのスピーカーから音が化ない。 

PHONES 端子にへ、ソドホーンが接続されている。 

へ、ソドホーンを外してください。（へ、ソドホーンが接続されている間 
は、スピーカーから音声は出ません。） 

特定のスピーカーから違うチヤンネ 
ルの音が再生される。 

スピーカーケーブルが正しく接続されてし''なし、 

「各機器との接続」の章を参考に、正し<接続して<ださい。 

センタースピーカーから音が化な 
い。 

センタースピーカー用ケーブルが正しく接続されてし''なし、 

ケーブルを正しく接続してください。 

サラウンドモードで STEREO が選択されている。 

他のサラウンドモードを選択してください。サラウンドモードで STEREO 
が選択されている場合は、センタースピーカーから音声は出ません。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて CENTER : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューにて正しい設定 （ LARGE もしくは SMALL ) に 
してください。 

サラウンドスピーカーから音が出 
ない。 

サラウンドスピーカーケーブルが正しく接続されていない。 

「各機器との接続」の章を参考に、正し<接続して<ださい。 

サラウンドモードで STEREO が選択されている。 

他のサラウンドモードを選択してください。サラウンドモードで STEREO 
が選択されている場合は、サラウンドスピーカーから音声は出ません。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SL & SR : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて正しい設定 （LARGE 
もしくは SMALL ) にしてください。 

サラウンドバックスピーカーから音 
が化ない。 

サラウンドバックスピーカーケーブルが正しく接続されてい 
ない。 

「各機器との接続」の章を参考に、正し<接続して<ださい。 

サラウンドモードで EX / ES 、 Neo :6、 CS 正外が選択され 
ている。 

サラウンドバック再生可能なモードを選択してください。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR 己： 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR 己： YES に設 
定してください。 

サブウーファーから音が化ない。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SUB W : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SU 己 W : YES に設 
定してください。 

サラウンドモードが変えられない。 

PHONES 端子にへ、ソドホーンが接続されている。 

ヘッドホーンをかす。（ヘッドホーンが接続されている闇は、サラウ 
ンドモードは STEREO の設定になります。） 

EX / ES モードが選択できない。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR 己： 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR B : YES に設 
定してください。 

入力信号が対応していない。 

各種 5. 1 ch 信号を選択して入力してください。 

プ□□ジ、ソク I モードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

各種 2 ch 信号を選択して入力して < ださい。 

Neo :6 モードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

各種 2 ch 信号を選択して入力して < ださい。 

CS I モードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

各種 2 ch 信号を選択して入力して < ださい。 

DTS 信号のある CD や LD からノ 
イズが化る。 

アナ□グ入力にて使用している。 

再生機器がデジタル出力できることを確認して、デジタル入力を設定 
してください。 

CD や LD プレーヤーが DTS 信号の出力に対応していない。 

プレーヤー側を確認してください。 

96 kHzPCM 信号が再生できない。 

プレーヤーが 96 kHz PCM 信号の出力に対応していない。 

DVD プレーヤーの取扱説明書を参照して < ださい。 

ディスクにて 96 kHz PCM 出力が禁止されている。 

DVD プレーヤーの取扱説明書を参照して < ださい。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定が誤っている。 

DVD プレーヤーの取扱説明書を参照して < ださい。 

AAC 信号が再生できない 

己 S デジタルチューナーのデジタル出力設定が誤っている。 

BS デジタルチューナーの取扱説明書を参照して下さい。 

特定のスピーカーか6音が化ない。 

対象の信号が記録されていない。 

どのスピーカーを使うサラウンド信号が記録されているか、出力側の 
チャンネルを確認してください。 

リモコンの表示部が化ない。 

リモコンの電池が切れている。 

全て新しい電池と取り替える。 

リモコンを使って本機の操作ができ 
ない。 

リモコンが違う動作モードになっている。 

AMP モードを選択してください。 

リモコンと本機の間が離れ過ぎている。 

本機にお付いて、リモコンを操作してください。 

リモコンと本機の間に、リモコンか6の信号を妨害する物が 

信号を妨害している物を取り除いて<ださい。 

ビデオ信号が出力されない。 

VIDEO - OFF 機能が働いている。 

VIDEO - OFF 機能を解除する。 
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異常動作のときは B 保証-アフターサービスについて 


本機の前面表示部に異常な表示などを継続している場合、すぐに主電 
源を切って下さい。 

再度電源を入れても症状が変わ6ない場合、電源コードを抜いて<だ 
さし、 

その後、お買い上げになった販売店もし<はおお<の弊社営業所、ま 
たは弊社サービスセンター(こご相談下さい。 


メモリバックアツプについて 


本機の主電源を切った状態でち、設定した各種内容を内部不揮発性メ 
モリーに記憶しております。 


初期が態に戻すには（リセット) _ 

r 故障かな？と思ったときは」を参考にされても、不具合が解ましない 
場合は、本機のリセットを試みてください。 

但し、リセット巧うと、 U 下の情報が消去されます。 

セツトアップメニューにて設定した内容、サラウンドモードの設定。 



7. 電源が入っていることを確認します。 

2 . 本体の SELECT ボタンを押しながら、 >!17T ボタンを3秒<1^ 
上押します。 

本機は一旦スタンバイ状態になった後、再度 POWER — 
ON 状態となり、各種設をされた内容が初期化され、工場 
化荷の状態に戻ります。 


7. この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は「販売店-お買い上げ日」をご確認の上、販売店か 
らお受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存して 
ください。 

么保証期間はお買い上げ日より1年間です。 

お買い上げ販売店、または弊社営業所で保証書記載事項に 
基づき「無料修理」いたします。 

3. 保証期間経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修理致します。 

4. 弊社はこの製品の補修用性能部品を製造巧切後最低8年間 
保有しています。 

5. 補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフターサービスに 
ついての不明な点は、お買い上げ販売店または弊社営業 
戸斤-サービスセンターに遠慮なくご相談ください。 

6 . 修理を化頼される際には、お手数ですがもう一度「故障と 
思ったときは」をご参照の上よくお調べください。それで 
も直らないときには、かず電源プラグを抜いてから、お買 
い上げの販売店にご連絡くださし、。 


ご連絡いただきたい内容 


1) 品名 AV サラウンドアンプ 


2) 品番 PS7300 


3) お買上げ日年月日 


4) 故障の状況（できるだけ具体的に) 


5) ご住所 


6) お名前 


7) 電話番号 


ステレオ音のエチケッ 


楽しい音楽も、時と場所によっては気になるものです。麟近所への配 
慮傭いやり）を十分にいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのんがけ次第で大きくもルさくもなります。 
特に静かな夜間にはルさな音でも通りやすいものです。夜間の音楽観 
賞には特に気を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用(こ 
なるのも 一つの 方まです。お互いにんを配り、快い生活環境を守りま 
しょう。 


一 
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オーディオパワーアンプ部 

定:格出)力に0 Hz - 20 kHz /THD 二0.08%) 

フ□ント . L / R 105 W/CH 8 Q 

センター . 105 W/CH 8 Q 

サラウンド L/R .105 W/CH 8 Q 

サラウンドバック . 105 W/CH 8 Q 

フ□ント L/R .130 W/CH 6 Q 

センター .130 W/CH 6 Q 

サラウンド L/R .130 W/CH 6 Q 

サラウンドバック . 130 W/CH 6 Q 

実用最大化力 （1 kHz / JEITA ) 

フ□ント L/R . 160 W/CH 6 Q 

センター . 160 W/CH 60 

サラウンド L/R . 160 W/CH 6 Q 

サラウンドバック . 160 W/CH 6 Q 

出)力帯域幅 (50 W / 0.099 6). 6 Hz - 50 kHz 

(ダイレクト入力） 

周波数特性 . 5 Hz -100 kHz (+/-3 d 巨） 

(ダイレクト入力） 

S/N 比(ダイレクト入力） . 105 d 巨 

ダンピングファクター . 100 

入力感度/インピーダンス .175 mV /47 kO 


醒醒 m 画醒圓醒 

円円円円円円円円 


デコーダー &プリアンプ部 

再生対応信号フォーマット . PCM 才ーデイオ 

( fs 二32 kHz .44.1 kHz . 48 kHz . 96 kHz ) 、 
DOLBY DIGITAL.DOLBY DIGITAL EX .、 
DTS 、 DTS - ES 、 DTS 96/24 、 ACC 

周波数特性 X 

(アナ□グ入力：ソースダイレクトモード） 

. 5 Hz -100 kHz (+/-3 d 巨） 

(デジタル入力： PCM 96 kHz ) 

. 5 Hz - 45 kH z (+/-3 d 巨） 

S / N 比（ソースダイレクトモード： 20 kLPF & A - weight ) 

. 104 dB 

ビデオ部 

信号方式 . NTSC 

入力.化カインピーダンス . 75 Q 

入化カレべル （10096). 1 Vp-p 

S / I \ l 比60 dB 

周波数特性 . 5 Hz -10 MHz (-3 d 巨） 

( Video . S-Video ) 

周波数特性 . 5 Hz -45 MHz (-3 d 巨） 

(コンポーネント Video ) 

総合 

電源電圧 . AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力 . 480 W 

スタンバイ消費電力 .0.6 W 

最大外お寸法 

幅 . 463.0 mm 

高さ . 162.3 mm 

嬰ィ寸き . 440.0 mm 

重重 .14.7 kg 



本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することが 
ありますのでご了承ください。 


外観寸法図 


££の等 


Is 


I 81.寸 


I 03 


EE 

££也ブ广 1 EE の，9 1- 
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日本 7 ランツお客様ご相談センター 


〒 1 50-0022 東京都渋谷区恵比寿南 1-11-9 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30-12 : 0013 : 00-17 : 00 

(±日祝日、当社休日を除く） 




〇 修理に関しましては下記日本マランツ（株）各サービス七ンター、各営業所で承っております。 


参 

札幌 

営業所 

〒日 60-0032 

北海道札幌市中央区北二条東 7-82 

巧 (011) 

231-5776 

参 

仙台 

営業所 

〒982-0011 

宮城県仙台市太白区長町 6-8-40 

巧 (022) 

308-3566 

• 

東京 

営業所 

〒巧 0-0022 

東京都渋谷区恵比寿南 1-11-9 

巧 (03) : 

3793-5721 

• 

神奈川営業所 

〒228-850己 

神奈川県相模原市相模大野 7-35-1 

巧 (042) 

748-1245 

• 

名古屋営業所 

〒46日-0024 

愛知県名古屋市名東区本郷 2-75 

巧 (052) 

776-5073 

• 

大阪 

営業所 

〒 564-0053 

大阪府吹田市江の木町 2-31 

a (06) 

6337-6504 

• 

に島 

営業所 

〒732-0814 

広島県広島市南区段原南 2-12-27 

巧 (082) 

262-1265 

参 

ネ呂岡 

営業所 

〒812-0014 

福岡県福岡市博多区比恵町 1-18 

巧 (092) 

441-9131 


参東京サービスセンター〒228-850日神奈川県相模原市相模大野 7-35-1 巧 （042) 748-0762 
•大阪ヴービスセンター〒564-0053大阪府吹田市江の木町 2-31 巧 （06) 6337-6699 



日本マランツ株式会社 

本社 干 228-8505 神奈川県相模原市相模大野 7-35-1 
当社の最新情報をインターネッ ト 上でご覧下さい。 

http://www.marantz.co.jp 


Printed in Japan 


この取扱説明書は、再生紙を使用しています。 
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